
―
―
自
由
な
法
治
国
家
は
、
予
防
国
家
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
予
防
任
務
を
担
え
な
い
よ
う
な
国
家
は
、
そ
の

法
治
国
家
性
も
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

�
.������� (

１)

―
―
と
に
か
く
彼
は
す
で
に
実
現
さ
せ
た
多
く
の
変
更
が
ど
う
い
う
結
果
と
な
る
か
を
待
た
ず
に
、
常
に
新
し
い
恐

怖
の
シ
ナ
リ
オ
と
新
た
な
提
案
を
持
ち
出
し
て
世
論
に
息
つ
く
暇
す
ら
与
え
な
い
の
で
す
か
ら
。

�
.������������� (

２)

は
じ
め
に

第
一
章

Ｂ
Ｋ
Ａ
改
定
の
背
景
と
そ
の
周
辺

第
二
章

Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
の
境
界
値
①
―
―
具
体
的
危
険
の
法
理

(

以
上
、
本
号)

第
三
章

Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
の
境
界
値
②
―
―
Ｉ
Ｔ
基
本
権
・
私
生
活
形
成
の
核
心
領
域
・
裁
判
官
留
保

第
四
章

Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
の
争
点

お
わ
り
に

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

一

����������������������������
憲
法
学
的
観
点
か
ら
み
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る

｢

テ
ロ
対
策｣

の
現
段
階

植

松

健

一



は
じ
め
に

ド
イ
ツ
で
は
、
二
○
○
九
年
一
月
一
日
に

｢

連
邦
刑
事
庁

(B
undeskrim

inalam
t:

Ｂ
Ｋ
Ａ)

及
び
刑
事
警
察
業
務
に
お
け
る
連
邦
と

各
州
の
協
働
に
関
す
る
法
律｣

(

Ｂ
Ｋ
Ａ
法)

等
の
改
定
を
内
容
と
す
る

｢

連
邦
刑
事
庁
に
よ
る
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
危
険
防
除
の
た
め

の
法
律｣

(

○
八
年
Ｂ
Ｋ
Ａ
改
定
法[B

G
B
l
2008Ⅰ

,
3083])

が
施
行
さ
れ
、
従
来
の
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
に
四
ａ
条
及
び
二
○
ａ
乃
至
二
○
ｘ
条

が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
州
の
管
轄
で
あ
る
危
険
防
除
が
一
定
条
件
の
下
で
Ｂ
Ｋ
Ａ
に
も
並
行
権
限
と
し
て
付
与
さ
れ
、
こ
の
任

務
に
必
要
な
―
―
そ
の
多
く
が
最
新
技
術
を
駆
使
し
た
予
防
監
視
的
・
情
報
収
集
的
な
性
格
を
持
つ
―
―
措
置
が
Ｂ
Ｋ
Ａ
に
認
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
Ｂ
Ｋ
Ａ
の
Ｆ
Ｂ
Ｉ
化
へ
の
布
石
と
も
評
さ
れ
る
今
回
の
法
改
定
は
、
ド
イ
ツ
の
国
内
治
安
法
制

(

安
全
法
制[Sicherhe

itsrecht]) (

３)

の
構
造
転
換
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
は
、
そ
れ
が
最
近
の
国
内
治
安
法
制
に
対
す
る

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
断
と
の
緊
張
の
中
で
敢
行
さ
れ
た
が
た
め
、
そ
の
改
定
論
議
の
中
に
憲
法
上
・
警
察
法
上
の
近
時
の
諸
争
点
が
凝

縮
し
て
い
る
。
二
○
○
○
年
代
後
半
に
入
り
連
邦
憲
法
裁
の
判
決
を
対
抗
軸
に

(

見
方
に
よ
っ
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
自
身
を
一
方
の
ア
ク

タ
ー
と
し
て)

新
た
な
様
相
を
示
し
始
め
て
い
る

｢

自
由
と
安
全｣

に
関
す
る
議
論
動
向

(

４)

の
把
握
に
も
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
問
題
は
有
効
な

足
が
か
り
と
な
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
日
本
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
動
向
を
素
材
と
し
て
現
代
の
事
前
配
慮
国
家

(V
orsorgestaat

(

５))

に
よ
る
予
防
的
措
置
に
対
す
る
法
治
国
家
的
諸
原
則
の
耐
久
力
が
検
討
さ
れ
て
き
た

(

６)

。
そ
れ
ゆ
え
本
稿
は
、
こ
れ
ら

先
行
業
績
の
手
を
借
り
、
さ
ら
に
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
問
題
を
導
き
の
糸
と
す
る
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る

｢

自
由
と
安
全｣

を
め
ぐ
る
憲

法
状
況
の
現
段
階
を
把
握
す
る
試
み
と
い
う
こ
と
に
な
る

(

７)

。

以
下
、
ま
ず
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
の
任
務
拡
大
に
伴
う
問
題
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、
連
邦
憲
法
裁
の
判
例
動
向
を
概
観
す
る

(

第
一
章)

。
次
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に
、
こ
れ
ら
諸
判
例
の
中
で
示
さ
れ
た
概
念
・
法
理
の
中
で
今
回
の
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
と
関
連
の
深
い
も
の

(

具
体
的
危
険
、
Ｉ
Ｔ
基
本
権

[

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
秘
密
性
と
完
全
性
の
保
障
に
対
す
る
基
本
権]

、｢

私
生
活
形
成
の
核
心
領
域｣

論
、
裁
判
官
留
保)

に
つ
い

て
、
そ
の
論
点
を
把
握
す
る

(

第
二
章
、
第
三
章)

。
以
上
の
作
業
を
踏
ま
え
、
最
後
に
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
の
内
容
を
概
観
し
、
そ
の
憲

法
上
の
争
点
を
整
理
・
検
討
す
る

(

第
四
章)

。

第
一
章

Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
の
背
景
と
そ
の
周
辺

１

Ｂ
Ｋ
Ａ
の
権
限
と
存
在
感
の
拡
大

(

８)

Ｂ
Ｋ
Ａ
は
、
刑
事
警
察
に
関
す
る
連
邦
と
各
州
の
協
働

(

基
本
法
七
三
条
一
○
ａ
号)

に
基
づ
く

｢

警
察
上
の
情
報
照
会
・
報
告
制
度

の
た
め
の
及
び
刑
事
警
察
の
た
め
の
中
央
機
関

(Zentralstelle)｣
(

同
八
七
条
一
項
二
文)

と
し
て
設
置
さ
れ
た
、
連
邦
内
務
省
所
轄
の

連
邦
上
級
官
庁
で
あ
る
。
一
九
五
一
年
の
Ｂ
Ｋ
Ａ
設
置
法(

旧
法)

に
よ
り
誕
生
し
た
後
、
数
次
の
法
改
定
を
経
て
、
刑
事
訴
追
の
連
絡
・

支
援
機
関
に
と
ど
ま
ら
な
い
独
自
の

｢

多
機
能
的
治
安
官
庁

(

９)｣

と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
き
た
。
ま
ず
、
七
三
年
の
大
幅
改
定
の
際
に
、

国
際
的
な
武
器
・
麻
薬
密
輸
と
通
貨
偽
造
に
対
す
る
独
自
の
捜
査
権
限
が
付
与
さ
れ

(�)
、
さ
ら
に
一
九
九
五
年
の
欧
州
警
察
機
構

(Europol)

協
定
発
効
後
、
同
機
構
に
対
す
る
窓
口
を
担
う
に
至
り
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
の
役
割
は
一
段
と
高
ま
っ
た
。
お
り
し
も
連
邦
憲
法
裁
判

所
国
勢
調
査
判
決

(B
V
erfG

E
65,

1)

に
対
応
し
た
情
報
自
己
決
定
権
保
護
の
観
点
か
ら
の
法
整
備
が
、
他
の
公
官
庁
と
同
じ
く
Ｂ
Ｋ

Ａ
に
も
求
め
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り

(�)
、
九
七
年
に
現
行
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
が
制
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
の
権
限
拡
大
を
伴
う
こ
の
新

法
は
、
政
権
連
立
に
参
加
し
て
い
た
Ｆ
Ｄ
Ｐ
も
消
極
的
で
、
連
邦
参
議
院
で
は
五
五
箇
所
も
の
修
正
要
求
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
政
治
的
に

は
難
産
で
あ
っ
た
こ
と
は
記
憶
さ
れ
て
よ
い

(�)
。
し
か
し
、
と
も
か
く
も
成
立
し
た
こ
の
新
法
の
下
、
指
紋
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
技
術
の
向
上
に

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

三



も
支
え
ら
れ
て
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
は
犯
罪
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
運
用
の
中
枢
と
し
て
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
る

(�)

。
さ
ら
に
、
○
二
年
の
第
二
次

｢

テ
ロ
対
策
法｣

(B
G
B
l
2002

Ⅰ
,

361)

に
基
づ
く
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
が
あ
り
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
に
は
刑
法
三
○
三
ｂ
条
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ

ボ
タ
ー
ジ
ュ
罪

(

デ
ー
タ
の
消
去
又
は
デ
ー
タ
処
理
設
備
若
し
く
は
デ
ー
タ
媒
体
の
損
壊
・
改
変
等
を
通
じ
た
公
共
機
関
や
民
間
事
業
者

の
重
要
な
デ
ー
タ
処
理
の
妨
害
の
罪)

に
関
す
る
刑
事
訴
追
権
限
が
一
定
の
条
件
の
下
で
付
与
さ
れ
た

(

Ｂ
Ｋ
Ａ
法
四
条
一
項)

。
ま
た

同
時
に
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
二
条
二
項
一
号
に
基
づ
く
中
央
機
構
と
し
て
必
要
な
既
得
情
報
の
補
充
・
解
析
目
的
で
の
、
国
内
の
公
共
機
関
・
民

間
事
業
者
や
海
外
の
刑
事
・
司
法
機
関
か
ら
の
デ
ー
タ
徴
取

(

同
七
条)

の
権
限
も
付
与
さ
れ

(�)

、
中
央
情
報
機
関
と
し
て
の
Ｂ
Ｋ
Ａ
の
性

格
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
権
限
と
役
割
の
拡
大
に
対
応
す
べ
く
機
構
改
革
が
推
進
さ
れ
、
○
五
年
に
は
国
際
連
絡
局

(International
K
oordinierung:

Ｉ
Ｋ)

が
発
足
し
た
。
ま
た
、
○
六
年
の
共
同
デ
ー
タ
管
理
法

(B
G
B
l
2006,

Ⅰ
3409)

に
基
づ

く

｢

反
テ
ロ
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣

(
Ａ
Ｔ
Ｄ)

に
は
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
、
連
邦
情
報
局

(

Ｂ
Ｎ
Ｄ)

、
連
邦
憲
法
擁
護
庁

(

Ｂ
Ｖ
ｆ
Ｓ)

、
軍
諜
報

部

(

Ｍ
Ａ
Ｄ)

、
税
関
刑
事
庁

(

Ｚ
Ｋ
Ａ)
、
連
邦
警
察

(

Ｂ
Ｐ)

、
各
州
の
憲
法
擁
護
庁
及
び
州
警
察
が
参
加
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も

Ｂ
Ｋ
Ａ
は
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

(�)
。

か
く
し
て
、
○
八
年
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
以
前
に
付
与
さ
れ
て
い
た
Ｂ
Ｋ
Ａ
の
主
な
任
務
と
し
て
は
、
①
刑
事
訴
追
・
犯
罪
予
防
に
つ
い
て

情
報
提
供
・
解
析
等
を
通
じ
た
州
へ
の
支
援
及
び
各
州
間
の
調
整

(

Ｂ
Ｋ
Ａ
法
二
条)

、
②
刑
事
訴
訟
法
一
六
一
条
及
び
一
六
三
条
に
基

づ
く
刑
事
訴
追

(

四
条�
具
体
的
に
は
、
国
際
的
な
武
器
・
麻
薬
取
引
、
偽
造
通
貨
、
資
金
洗
浄
、
国
際
犯
罪
組
織
に
よ
る
連
邦
憲
法
機

関
及
び
そ
の
構
成
員
等
に
対
す
る
脅
迫
等
の
罪
、
刑
法
一
二
九
ａ
条
の
禁
ず
る
テ
ロ
リ
ス
ト
結
社
の
結
成
等
の
罪
、
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
罪)

、
及
び
、
そ
れ
以
外
の
犯
罪
で
州
又
は
連
邦
検
事
総
長
か
ら
の
委
託
若
し
く
は
請
求
又
は
連
邦
内
務
省
の
指
示
に
基

づ
く
場
合
の
刑
事
訴
追

(

四
条)

、
③
四
条
の
任
務
遂
行
に
関
わ
る
証
人
保
護

(
六
条)

、
④
憲
法
機
関
及
び
そ
の
外
国
賓
客
に
対
す
る
警

護

(

五
条)

、
⑤
欧
州
刑
事
警
察
機
構

(Europol)

を
は
じ
め
と
す
る
国
際
刑
事
組
織
及
び
外
国
の
警
察
機
関
と
の
協
働
の
窓
口
と
し
て

島
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の
役
割

(

三
条)

、
が
あ
る
。
こ
う
し
た
任
務
に
応
じ
て
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
に
は
犯
罪
歴
の
あ
る
者
の
個
人
情
報
や
捜
査
・
刑
事
訴
追
に
関
す
る

記
録
等
の
保
存
・
改
変
・
利
用
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
国
内
の
公
共
機
関
若
し
く
は
民
間
業
者
又
は
国
際
刑
事
組
織
若
し
く
は
外
国
の
刑

事
・
司
法
官
庁
等
と
の
情
報
交
換
、
さ
ら
に
当
該
任
務
に
関
わ
る
犯
罪
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
管
理
・
参
加
が
認
め
ら
れ
て
い
る

(

七

条
乃
至
一
三
条
及
び
二
○
条)

。
と
く
に
憲
法
機
関
構
成
員
等
の
保
護

(

五
条
及
び
六
条)

関
連
で
は
、
い
わ
ゆ
る
標
準
措
置
で
あ
る
身

元
確
認
や
人
・
物
に
対
す
る
捜
索

(

二
一
条)

の
他
に
、
特
別
の
予
防
監
視
的
措
置
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
領
域
に
お

い
て
は
要
保
護
者
の
生
命
、
身
体
並
び
に
自
由
に
対
す
る
犯
罪
の
実
行
が
推
定
で
き
る
人
物
及
び
当
該
人
物
の
同
伴
者
・
連
絡
者
に
関
す

る
情
報
徴
取
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
手
段
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
①
二
日
間
を
越
え
る
長
期
的
監
視
、
②
家
宅
外
で
の
技
術
的

手
段
の
秘
密
運
用
に
よ
る
録
画
・
録
音
、
及
び
③
捜
査
協
力
員
の
利
用
で
あ
る

(

二
三
条)

。

こ
の
よ
う
な
漸
進
的
な
権
限
拡
大
を
遂
げ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
単
独
で
の
捜
査
・
監
視
措
置
が
右
列
記
の
も
の
に
限
定

さ
れ
て
い
る
限
り
、
総
合
的
な
治
安
機
関
と
し
て
は
な
お
活
動
上
の
限
定
を
伴
う
。
後
述
３
で
扱
う
○
一
年
か
ら
○
三
年
に

｢

テ
ロ
リ
ス

ト｣

摘
発
の
た
め
の
各
州
警
察
が
実
施
し
た
予
防
的
ラ
ス
タ
ー
捜
査

(pr�ventive
R
asterfahndung�

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
捜
査
、
網
目

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
捜
査
な
ど
と
も
訳
さ
れ
る)

の
際
に
も
Ｂ
Ｋ
Ａ
は
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
や
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
運
営
に
お
い
て
主
導
的
な

役
割
を
果
た
し
た
が
、
自
ら
は
予
防
的
ラ
ス
タ
ー
捜
査
の
権
限
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。｢

テ
ロ
対
策
法｣

に
よ
り
追
加
さ
れ
た
Ｂ
Ｋ
Ａ

法
七
条
二
項
も

｢

個
別
の
情
報
照
会
を
認
め
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、
自
動
照
合
に
よ
る
包
括
的
な
デ
ー
タ
獲
得
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い

(�)｣

。

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
直
接
に
は
基
本
法
七
三
条
一
項
九
ａ
号
の
具
体
化
を
契
機
と
し
た
今
回
の
法
改
定
に
よ
っ
て
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
の
危
険

防
除
及
び

｢

犯
罪
の
予
防
的
対
策｣

(vorbeugende
B
ek�m

pfung
von

Straftaten)

領
域
に
お
け
る
権
限

(

と
く
に
情
報
収
集
権
限)

拡
大
が
ね
ら
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

五



２

基
本
法
改
定
に
よ
る
分
離
原
則

(T
rennung

sg
eb
o
t)

の
揺
ら
ぎ

そ
の
際
に
見
落
と
せ
な
い
の
は
、
そ
も
そ
も
基
本
法
七
三
条
一
項
九
ａ
号
自
体
が
Ｂ
Ｋ
Ａ
サ
イ
ド
の
強
い
意
向
で
実
現
し
た
も
の
で
あ

り
、
法
治
国
家
的
な
観
点
か
ら
問
題
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
同
号
は
、｢

州
を
ま
た
ぐ
危
険
が
存
在
す
る
場
合
、
一

の
州
警
察
官
庁
の
管
轄
が
認
識
で
き
な
い
場
合
、
又
は
州
最
上
級
官
庁
が
委
託
を
要
請
し
た
場
合
に
お
け
る
、
連
邦
刑
事
警
察
官
庁

(B
undeskrim

inalpolizeiam
t)

に
よ
る
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
防
除｣

を
連
邦
の
専
属
的
立
法
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
規
定
挿
入
は

○
六
年
の
連
邦
制
再
編
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
再
編
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
が
連
邦
の
管
轄
事
項
に
対
す
る
連
邦
参
議

院
の
同
意
項
目
の
削
減
を
前
提
と
し
た
州
立
法
権
限
の
拡
大
に
あ
っ
た
中
で
、
例
外
的
に
九
ａ
号
は
連
邦
参
議
院
の
同
意
を
条
件
に

(

同

条
二
項)

連
邦
の
立
法
管
轄
を
拡
大
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

(�)
。｢

国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
防
除｣

と
い
う
限
定
的
範
囲
と
は
い
え
、
危
険

防
除
任
務
へ
の
連
邦
の
進
出
に
変
わ
り
は
な
く

(

州
か
ら
の
要
請
の
場
合
は
ま
だ
し
も
、
州
を
ま
た
ぐ
危
険
か
否
か
や
州
の
管
轄
権
が
認

識
で
き
る
か
否
か
を
認
定
す
る
の
が
Ｂ
Ｋ
Ａ
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と)

、
し
か
も�internationaler

Terrorism
us�

の
定
義
自
体
が
基
本
法

上
は
不
明
確
と
い
う
点
も
鑑
み
れ
ば

(�)
、｢

こ
の
規
定
は
ド
イ
ツ
の
警
察
・
治
安
法
制
シ
ス
テ
ム
に
破
壊
を
伴
わ
ず
に
は
順
応
し
な
い
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
の
破
壊
が
政
治
的
に
選
択
さ
れ
、
基
本
法
に
よ
り
正
統
化
さ
れ
た
の
で
あ
る

(�)｣

と
い
う
指
摘
も

肯
首
で
き
よ
う
。

よ
り
巨
視
的
に
見
た
場
合
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
の
権
限
拡
大
は
、
八
○
年
代
か
ら
九
○
年
代
に
か
け
て

｢

犯
罪
の
予
防
的
対
策｣

が
警
察
の
活
動

領
域
と
し
て
実
務
上
・
理
論
上
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
の

(�)
、
さ
ら
に
は

｢

テ
ロ
対
策
法｣

以
降
の

(�)

、
諜
報

[N
achrichtendienst]

・
公
安
調
査

(

憲
法
擁
護)

機
関
と
警
察
、
刑
事
訴
追
と
危
険
防
除
、
連
邦
と
州
と
い
っ
た
従
来
の
機
能
上
・
管

轄
権
上
の
垣
根
の
相
互
浸
食
と
い
う
周
知
の
現
象
の
一
側
面
と
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
の
権
限
拡
大
は
、
ま

ず
、
安
保
・
治
安
的
情
報
収
集
活
動

(

防
諜
、
諜
報
、
及
び
公
安
調
査)

と
警
察
活
動
と
の
組
織
上
・
権
限
上
の

｢

分
離
原
則｣

島
大
法
学
第
五
二
巻
第
三
・
四
号

六



(Trennungsgebot
(�))

へ
の
抵
触
の
お
そ
れ
を
意
味
す
る
。
分
離
原
則
は
、
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
時
代
の
反
省
に
基
づ
き
包
括
的
な
治
安
官
庁
の
成

立
を
妨
げ
る
と
い
う
目
的
と
同
時
に
、
前
者
が
連
邦
、
後
者
が
各
州
と
い
う
連
邦
主
義
的
任
務
配
分
と
対
応
す
る
こ
と
で
連
邦
主
義
の
維

持
に
資
し
、
さ
ら
に
、
当
該
原
則
か
ら
要
請
さ
れ
る
諜
報
・
公
安
調
査
機
関
と
警
察
と
の
情
報
共
有
の
制
限
が
、
個
人
の
情
報
自
己
決
定

権
保
護
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た

(�)
。
○
五
年
の

｢

連
邦
国
境
警
備
隊
の
連
邦
警
察
へ
の
名
称
変
更
に
関
す
る
法
律｣

(B
G
B
l
Ⅰ

2005,

1818)

で
す
ら
、
従
来
の
連
邦
国
境
警
備
隊
の
権
限
自
体
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
立
に
際
し
て
連
邦
参

議
院
で
の
反
対
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
は
、｢

連
邦
警
察｣
(

Ｂ
Ｐ)

と
い
う
名
称
変
更
が
象
徴
す
る
警
察
任
務
の
連
邦
へ
の
集
権
化
の
動

き
へ
の
各
州
の
危
惧
を
示
し
て
い
る

(�)
。
ま
し
て
や
基
本
法
七
三
条
一
項
九
ａ
号
の
場
合
、
連
邦
の
実
際
の
権
限
拡
大
で
あ
り
、
し
か
も
同

号
が
―
―
Ｂ
Ｎ
Ｄ
で
も
Ｂ
Ｐ
で
も
Ｂ
Ｖ
ｆ
Ｓ
で
も
な
く
―
―

｢

連
邦
刑
事
警
察
官
庁｣

具
体
的
に
は
Ｂ
Ｋ
Ａ
を

｢

国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム｣

対

策
の
担
い
手
に
指
名
し
た
こ
と
で
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
の

｢

多
機
能
的
治
安
官
庁｣

化
と
分
離
原
則
の
溶
解
を
予
測
す
る
見
方
が
改
正
時
か
ら
存
在

し
て
い
た

(�)
。
前
述
の

｢

反
テ
ロ
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣

も
、
そ
の
よ
う
な
流
れ
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る

(�)

。
他
方
で
は
、
九
四
年
の
組
織
犯

罪
対
策
法
、
○
二
年
の

｢

テ
ロ
対
策
法｣

を
経
て
Ｂ
Ｎ
Ｄ
も
危
険
防
除
・
刑
事
訴
追
領
域
に
進
出
し
て
き
て
お
り

(�)

、
分
離
原
則
の
境
界
は

さ
ら
に
曖
昧
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
近
時
で
は
、
分
離
原
則
に
は
基
本
法
上
や
法
治
国
家
的
原
理
上
の
根
拠
は
な
く
、
歴
史
的
沿
革
と
結

び
つ
い
た
単
純
法
レ
ベ
ル
の
原
則
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
―
―
こ
の
主
張
自
体
は
以
前
か
ら
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
が

(�)

―
―
と
く
に｢

テ
ロ｣

対
策
分
野
に
お
け
る
当
該
原
則
の
緩
和
を
支
持
す
る
議
論
も
登
場
し
て
お
り

(�)
、
実
務
上
も
理
論
上
も
大
き
な
揺
ら
ぎ
を
み
せ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
連
邦
の
危
険
防
除
任
務
へ
の
進
出
は
、
連
邦
＝
刑
事
訴
追
／
州
＝
警
察
の

｢

二
重
管
轄
の
禁
止｣

(V
erbot

der
D
oppelzust�

ndigkeit)

と
呼
ば
れ
る
も
う
一
つ
の
機
能
分
割
原
則
の
浸
食
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
他
方
で
は
連
邦
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
逆
の
ベ
ク
ト

ル
で
、
州
警
察
が

｢

犯
罪
の
予
防
的
対
処｣

の
枠
の
中
で
連
邦
の
刑
事
訴
追
任
務
に
主
体
的
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い

(�)

。

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

七



３

予
防
的
ラ
ス
タ
ー
捜
査

(p
r�ventive

R
asterfahnd

ung
)

に
見
る

｢

非
常
時｣

志
向

２
で
述
べ
た
現
象
は
、
七
○
年
代
後
半
に

｢

国
内
治
安｣

(Innere
Sicherheit)

概
念
が
内
務
省
・
警
察
サ
イ
ド
の
言
説
に
登
場
し
て

以
降
、
よ
り
如
実
に
は
九
四
年
の
組
織
犯
罪
対
策
法
に
基
づ
く
法
整
備
以
降
、
段
階
的
及
び
不
加
逆
的
に
進
行
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が

(�)

、

こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
は
周
知
の
と
お
り
○
一
年
九
月
一
一
日
の
米
国
で
の｢

テ
ロ｣

事
件
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
裁
判
官
デ
ィ
・

フ
ァ
ビ
オ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
こ
の
事
件
以
降

｢

い
か
な
る
手
段
で
も
正
当
化
さ
れ
る

『

非
常
時
・
転
換
期』

(N
ot-W

endezeit)

が

ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
語
ら
れ
る
傾
向

(�)｣

が
ド
イ
ツ
で
も
顕
在
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。｢

テ
ロ｣

と
無
関
係
の
一
般
乗
客
ご
と
ハ
イ
ジ
ャ
ッ

ク
機
を
撃
墜
で
き
る
航
空
安
全
法
一
四
条
は
か
か
る
傾
向
を
最
も
よ
く
象
徴
し
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
当
該
規
定
を
違
憲
と
し
た
連
邦
憲

法
裁
の
判
決
が
世
論
や
学
説
の
大
き
な
関
心
を
集
め
た
の
で
あ
っ
た

(�)
。
し
か
し
、
こ
の
極
限
事
例
を
想
定
し
た
文
字
通
り

｢

象
徴
的
立
法

(sym
bolische

G
esetzgebung

(�))｣

と
い
え
る
撃
墜
条
項
と
同
じ
く
―
―
し
か
し
日
常
的
に
市
民
が
措
置
の
対
象
に
な
る
と
い
う
意
味
に

お
い
て
一
般
性
を
有
し
、
し
か
も
実
際
に
講
じ
ら
れ
た
措
置
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
撃
墜
条
項
以
上
に
―
―

｢

非
常
時｣

の
常
態
化
を
物

語
る
法
現
象
と
し
て
、
九
・
一
一
事
件
を
契
機
と
す
る
警
察
に
よ
る
予
防
的
ラ
ス
タ
ー
捜
査

(

以
下
、｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー
捜
査｣

と

呼
ぶ)

を
記
憶
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う

(�)
。
Ｂ
Ｋ
Ａ
と
の
因
縁
少
な
か
ら
ず
、
ま
た
次
章
の
判
例
に
も
関
わ
る｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー

捜
査｣

の
状
況
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
立
ち
入
っ
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

(

１)
｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー
捜
査｣

の
運
用
状
況

ラ
ス
タ
ー
捜
査
と
は
、
警
察
が
他
の
公
共
機
関
や
民
間
業
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

が
保
有
す
る
個
人
情
報

(

例
え
ば
、
住
民
登
録
上
の
デ
ー
タ
、
公
共
料
金
の
支
払
記
録
、
銀
行
口
座
の
取
引
記
録)

の
提
供
を
受
け
、
こ

れ
ら
の
情
報
を
電
磁
デ
ー
タ
上
の
自
動
照
合
に
掛
け
て

(

網
掛
け

[R
asterung])

、
捜
査
に
関
連
す
る
特
徴
を
有
す
る
人
物
を
割
り
出

す
措
置
で
あ
る

(�)

。
こ
の
よ
う
な
捜
査
手
法
自
体
は
、
七
○
年
代
の
赤
軍
派

(
Ｒ
Ａ
Ｆ)

の
政
治
的

｢

テ
ロ｣

対
策
と
し
て
当
時
の
Ｂ
Ｋ
Ａ

長
官
Ｈ
・
ヘ
ロ
ル
ド
の
指
揮
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
後
、
九
二
年
の
組
織
犯
罪
対
策
法
に
基
づ
き
刑
事
訴
訟
法
九
八
ａ
条
及
び
九
八
ｂ
条
に
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規
律
さ
れ
た
、
従
来
か
ら
知
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る

(�)

。
Ｒ
Ａ
Ｆ
の
幹
部
や
国
際
犯
罪
容
疑
者
の
潜
伏
先
発
見
・
身
柄
確
保
に
効
果
を
発
揮

し
た
と
さ
れ
る
が
、
費
用
対
効
果
の
問
題
も
あ
り
、
二
○
○
一
年
ま
で
の
五
年
間
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
は
こ
の
手
段
を
用
い
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
九
・
一
一
事
件
が
ラ
ス
タ
ー
捜
査
に
再
び
脚
光
を
当
て
る
こ
と
に
な
る
。
○
二
年
の
第
二
次

｢

テ
ロ
対
策
法｣

一
八
条
に
基

づ
く
社
会
保
障
法
典
の
改
定

(

第
十
編
六
七
条
以
下)

に
よ
り
ラ
ス
タ
ー
捜
査
の
た
め
の
社
会
保
障
情
報
提
供
が
認
め
ら
れ
て
も
い
る
。

た
だ
し
、
実
際
に
実
施
さ
れ
た
の
は
各
州
の
警
察
に
よ
る

｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー
捜
査｣

で
あ
る
。
九
・
一
一
事
件
実
行
犯

(

と
さ
れ
る

者)

の
一
部
が
一
時
期
ド
イ
ツ
国
内
に
い
わ
ゆ
る
ス
リ
ー
パ
ー

(Schl�fer)
と
し
て
潜
伏
し
て
い
た
と
い
う
報
道
は
ド
イ
ツ
社
会
に
衝

撃
を
与
え
た
が
、
事
件
直
後
、
各
州
内
相
定
例
連
絡
会
議
は
ド
イ
ツ
国
内
の
ス
リ
ー
パ
ー
・
テ
ロ
リ
ス
ト
又
は
そ
の
協
力
者
・
関
係
者
を

発
見
す
る
た
め
の
ラ
ス
タ
ー
捜
査
体
制
を
取
り
決
め
た
。
各
州
の
刑
事
庁
や
憲
法
擁
護
局
は
刑
事
当
局
以
外
の
公
共
機
関

(

大
学
・
専
門

単
科
大
学
、
市
町
村
の
住
民
登
録
申
請
課
、
及
び
外
国
人
登
録
中
央
管
理
局)

の
保
有
情
報
を
Ｂ
Ｋ
Ａ
に
提
供
し
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
は

｢

テ
ロ
実

行
犯｣

の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に
加
え
て
、
各
州
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
一
本
化
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・�Schl�fer�

を
構
築
し
た
。

ノ
ル
ド
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
レ
ン

(

Ｎ
Ｒ
Ｗ)
州
だ
け
で
延
べ
五
二
○
万
名
分
の
個
人
情
報
が
収
集
・
照
合
さ
れ
、
う
ち
三
万
二
千

名
の
情
報
が
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
・�Schl�fer�
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
さ
れ
た
照
合
基
準
は
、
子
が
無
く
独
立
生
計

を
営
む
一
八
歳
か
ら
四
○
歳
ま
で
の
男
性
、
大
学
生
・
専
門
単
科
大
学
生
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
過
去
在
籍
し
て
い
た
者
、
飛
行
操
縦
訓
練

経
験
者
、
頻
繁
な
海
外
渡
航
や
ビ
ザ
再
申
請
、
イ
ス
ラ
ム
教
信
者
、
イ
ス
ラ
ム
圏
諸
国
の
国
籍
保
有
者
若
し
く
は
そ
の
国
で
生
ま
れ
た
者

等
で
あ
っ
た

(�)

。
こ
の
照
合
の
結
果
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
で
は
ラ
ス
タ
ー
に
残
っ
た
一
四
○
名
の
イ
ス
ラ
ム
系
外
国
人
が
警
察
の
任
意
捜
査
を
受

け
て
い
る

(�)

。
し
か
し
、
Ｒ
Ａ
Ｆ
の
幹
部
の
よ
う
に
容
疑
者
や
そ
の
特
徴
が
特
定
さ
れ
て
い
れ
ば
別
だ
が
、｢

イ
ス
ラ
ム
系
男
性｣

と
い
う

漠
然
と
し
た
範
疇
の
中
か
ら
具
体
的
な
容
疑
も
特
定
で
き
な
い
ま
ま
不
信
人
物
を
摘
発
す
る
の
は
極
め
て
困
難
な
作
業
で
あ
り
、
捜
査
に

大
量
の
人
員
と
経
費
を
費
や
し

(�)

二
○
○
三
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
一
人
の
ス
リ
ー
パ
ー
も
摘
発
で
き
な
い
結
果
に
終
わ
っ
た
。

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

九



つ
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
の
捜
査
は
市
民
の

｢

テ
ロ｣

へ
の
不
安
を
解
消
す
る
活
動
を
公
権
力
は
怠
っ
て
い
な
い
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
だ
け
の

｢

象
徴
的
警
察
活
動｣

で
あ
っ
た
、
と
診
断
さ
れ
る
所
以
で
あ
る

(�)

。

(

２)
予
防
的
ラ
ス
タ
ー
捜
査
の
法
的
根
拠

も
と
も
と
、
九
○
年
代
の
警
察
法
改
定
の
際
に
多
く
の
州
は
、｢

犯
罪
の
予
防
的
対

策｣

の
た
め
の
ラ
ス
タ
ー
捜
査
に
つ
い
て
警
察
法
模
範
草
案
補
正
案

(

一
九
八
六
年)

一
○
ｆ
条
を
範
と
し
た
特
別
の
授
権
規
定
を
設
け

て
お
り
、
そ
の
う
ち
少
な
か
ら
ぬ
州
が

｢

現
在
の
危
険｣

(gegenw�rtige
G
efahr)

、
す
な
わ
ち

｢

損
害
を
及
ぼ
す
出
来
事
の
効
果
が
す

で
に
生
じ
始
め
て
い
る
か
、
又
は
当
該
効
果
が
ほ
ぼ
確
実
な
蓋
然
性

(an
Sicherheit

grenzende
W

ahrscheinlichkeit)

を
も
っ
て
直

ち
に
若
し
く
は
極
め
て
近
い
時
点
に
差
し
迫
っ
て
い
る｣

危
険

(

ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
公
共
安
全
秩
序
法

[

Ｎ
Ｓ
Ｏ
Ｇ]

二
条
一
号
ｂ

の
定
義
規
定)

と
い
う
講
学
上

｢
最
上
位
の

(�)｣

過
重
要
件
を
当
該
捜
査
に
求
め
て
い
た
。｢

現
在
の
危
険｣

を
規
定
す
る
場
合
、
損
害
発

生
の
時
間
的
近
接
性
と
生
命
・
身
体
等
の
保
護
法
益
の
重
大
性
の
要
件
と
が
結
合
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
り

(�)

、
Ｂ
・
ピ
エ
ロ
ー
ト
ら
の
整

理
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
加
重
要
件
は
、
①
特
段
に
強
度
な
基
本
権
侵
害
を
伴
う
措
置
、
②
多
数
の
非
侵
害
者

(N
ichtst�rer)

が
対

象
と
な
る
措
置
、
又
は
③
警
察
に
権
限
が
無
い
が
、
損
害
の
重
大
性
や
損
害
発
生
の
接
近
性
か
ら
、
警
察
が
講
じ
る
こ
と
の
で
き
る
措
置

に
つ
い
て
、
そ
の
濫
用
に
対
す
る
立
法
者
の
配
慮
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る

(�)
。
す
な
わ
ち
、
州
警
察
法
上
の
ラ
ス
タ
ー
捜
査
は
少
な
く
と

も
②
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に

｢

現
在
の
危
険｣
を
要
請
し
た
立
法
者
の
配
慮
は
一
定
の
合
理
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(

３)

裁
判
所
の
判
断

し
か
し
な
が
ら
、｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー
捜
査｣

の
令
状
に
対
し
て
イ
ス
ラ
ム
系
の
留
学
生
等
に
よ
る
差

止
め
等
の
訴
え
が
各
地
の
通
常
裁
判
所
や
行
政
裁
判
所
に
陸
続
と
持
ち
込
ま
れ
る
と
、
こ
の

｢

現
在
の
危
険｣

(

も
し
く
は
授
権
規
範
上

の
こ
れ
に
類
す
る
文
言)

の
有
無
を
め
ぐ
っ
て
、
裁
判
所
の
判
定
は
二
極
に
分
か
れ
て
し
ま
う

(�)
。
し
か
も
、
ド
イ
ツ
国
内
で
の

｢

テ
ロ｣

事
件
の
危
険
性
を
否
定
し
た
の
は
確
定
判
決
と
し
て
は
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
捜
査
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
上
級
行
政
裁
判
所
の
二
件
の
決

定

(O
LG

Frankfut,
N
V
w
Z

2002,
S.

626,
S.

627)

の
み
で
、
そ
の
趨
勢
は

｢

現
在
の
危
険｣

を
は
じ
め
と
す
る
授
権
規
範
上

島
大
法
学
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の
意
味
に
お
け
る

｢

危
険｣

の
存
在
を
簡
単
に
認
定
し
て
し
ま
っ
た
。
捜
査
を
適
法
と
し
た
裁
判
所
は
、
①
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

｢

テ
ロ｣

事
件
の
一
環
と
し
て
ド
イ
ツ
が
攻
撃
対
象
と
な
る
危
険
性
を
認
定
し
た
り

(A
G

D�sseldorf,
D
uD

2001,
S.

754
f.)

、
②
ド
イ
ツ

が
米
国
と
の
協
調
を
示
し
米
国
の
軍
事
行
動
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
る
報
復

｢

テ
ロ｣

を

｢

危
険｣

と
認
め
た
が

(O
LG

D�sseldorf,
N
V
w
Z

2002,
S.

629)

、
な
か
に
は
、
③
ド
イ
ツ
国
内
で
の

｢

テ
ロ｣

の

｢

現
在
の
危
険｣

自
体
は
否
定
し
な
が
ら
、
諸
外
国
に
お

け
る
危
険
状
態
の
存
在
か
ら
、
刑
法
六
条
の
世
界
主
義

(W
eltrechtsprinzip�

海
外
で
実
行
さ
れ
た
国
際
共
通
的
な
保
護
法
益
侵
害
に

対
す
る
ド
イ
ツ
刑
法
の
適
用)

及
び
同
七
条
の
消
極
的
当
事
者
主
義

(passives
Personalit�tsprinzip�

海
外
で
実
行
さ
れ
た
ド
イ
ツ
連

邦
共
和
国
又
は
国
民
を
対
象
と
し
た
一
定
の
犯
罪
に
対
す
る
ド
イ
ツ
刑
法
の
適
用)

に
基
づ
き
州
内
で
の
ラ
ス
タ
ー
捜
査
を
適
法
と
す
る

と
い
う
マ
イ
ン
ツ
行
政
裁
判
所
の
決
定

(V
G

M
ainz,

D
uD

,
S.

303)

の
よ
う
な
理
由
付
け
も
見
ら
れ
た
。

(

４)

反
比
例
公
式
と

｢

現
在
の
危
険｣

し
か
し
、｢

テ
ロ｣

攻
撃
の

｢

現
在
の
危
険｣

が
当
時
の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
存
在
し

て
い
た
と
言
わ
れ
て
も
、(

そ
の
国
際
的
立
場
や
事
件
後
の
態
度
に
お
い
て
米
国
の

｢

同
盟
者｣

と
見
な
さ
れ
う
る
点
で
事
情
は
変
ら
な

い)

日
本
に
お
い
て

｢

九
・
一
一
後｣

を

｢
経
験｣

し
た
本
稿
筆
者
に
は
―
―
例
え
ば
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
区
裁
判
所
の
令
状

(A
G

D �sseldorf,
D
uD

2001,
S.

754
f.)

が
九
・
一
一
事
件
の
わ
ず
か
三
週
間
後

(

○
一
年
一
○
月
二
日
付
発
令)

と
い
う
事
情
を
差
し

引
く
に
し
て
も
―
―
に
わ
か
に
肯
首
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
ド
イ
ツ
の
通
常
裁
判
所
や
行
政
裁
判
所
は
、
一
つ
に
、
い
わ
ゆ
る

反
比
例
公
式

(je-desto

公
式
な
い
し
はFaust

公
式)

と
い
う
危
険
の
蓋
然
性
の
判
定
基
準
を
、
も
う
一
つ
に
、｢

持
続
性
の
危
険｣

(D
auerngefahr)

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
用
い
て
、｢

現
在
の
危
険｣
と
い
う
立
法
者
が
設
け
た
発
動
境
界
値

(Eintrittsschw
elle)

な

い
し
は
侵
害
境
界
値

(Eingriffsschw
elle)

を
相
対
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

反
比
例
公
式
と
は
、
法
益
侵
害
の
重
大
性

(

及
び
基
本
権
侵
害
強
度
の
低
さ)
に
反
比
例
し
て
、
法
益
侵
害
の
危
険
の
蓋
然
性
に
つ
い

て
の
事
実
に
よ
る
根
拠
付
け
の
厳
格
度
は
低
減
す
る
と
い
う
判
断
基
準
で
あ
る

(�)
。
前
述
の
よ
う
に
、｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー
捜
査｣

当
時
、

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

一
一



少
な
か
ら
ぬ
州
が
当
該
措
置
の
要
件
に

｢

連
邦
若
し
く
は
州
の
存
立
若
し
く
は
安
全
、
又
は
人
の
身
体
、
生
命
、
自
由
に
対
す
る
現
在
の

危
険
の
防
除
の
た
め
に
必
要
な
場
合｣

(

例
え
ば
、
一
九
九
○
年
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
警
察
法
三
一
条
一
項)

と
い
っ
た
重
大
な
法
益
の
保
護
を
目

的
に
置
い
て
し
た
。
し
か
し
、｢

テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
り
被
る
損
害
の
観
点
か
ら
損
害
発
生
の
僅
か
な
蓋
然
性
し
か
要
求
さ
れ
な
い
の
で
あ

れ
ば
…
警
察
法
上
の
反
比
例
公
式
の
適
用
は
、
比
例
性
の
基
準
の
持
つ
限
界
設
定
機
能
の
解
除

(Entgrenzung)

を
も
た
ら
す

(�)｣

。
ラ
ス

タ
ー
措
置
濫
用
の
歯
止
め
と
し
て
重
大
な
法
益
侵
害
を
要
件
に
課
し
た
立
法
者
の
意
図
が
、
皮
肉
に
も
裁
判
所
に
よ
る
危
険
判
断
の
厳
格

さ
を
弱
め
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

(�)
。

そ
れ
で
も
、
反
比
例
公
式
は
行
政
判
例
上
定
着
し
て
お
り

(�)
、
一
般
論
と
し
て
は
、
公
権
力
行
使
の
比
例
性
の
判
断
基
準

(

少
な
く
と
も

公
権
力
行
使
の
正
当
性
の
説
明)
と
し
て
一
定
の
有
効
性
を
持
つ
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、｢

持
続

性
の
危
険｣

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
い
っ
そ
う
問
題
性
を
孕
む
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が

｢

現
在
の
危
険｣

と
い
う
厳
格
な
侵
害
境
界

値
を
溶
解
さ
せ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

(�)
。
例
え
ば
ベ
ル
リ
ン
上
級
地
裁
決
定
の
判
示
に
よ
れ
ば
、｢

持
続
性
の
危
険｣

の
特
徴
は
、

｢

蓋
然
性
の
予
測
が
、
危
険
の
性
質
上
、
再
度
現
実
化
す
る
時
、
場
所
、
及
び
態
様
に
つ
い
て
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
た
だ
危
険
の
存
在

一
般｣

と

｢

極
め
て
甚
大
な
可
能
性
と
し
て
の
損
害｣
だ
け
は
認
識
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
危
険
は
、｢

損
害
の
発
生
が
直
ち

に
生
ず
る
と
は
確
認
し
え
ず
、
一
定
の
、
場
合
に
よ
っ
て
は
相
当
長
期
の
間
発
生
し
な
い
可
能
性
が
残
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
常
時
す
な

わ
ち
即
座
に
も
損
害
へ
と
転
ず
る
可
能
性
も
ま
た
あ
る
、
と
い
う
理
由
か
ら
現
実
的
な
も
の
で
あ
る｣

。
そ
し
て
、
同
裁
判
所
は
、
ラ
ス

タ
ー
捜
査
の
よ
う
な
前
段
階
的
措
置
は
損
害
の
速
や
か
な
発
生
は
条
件
で
は
な
く
、
そ
の

｢

持
続
性
の
危
険｣

が
あ
れ
ば
足
り
る
と
認
定

し
、｢

現
在
の
危
険｣

の
不
存
在
を
理
由
に
、
裁
判
所
の
捜
査
令
状
を
取
消
し
た
ベ
ル
リ
ン
地
裁
決
定

(LG
B
erlin,

D
uD

2002,
S.

175)

を
破
棄
し
た
の
で
あ
る

(K
G

B
erlin,

N
V
w
Z

2002,
S.

1537.
同
様
の
判
断
と
し
て
、V

G
H
am

burg
D
uD

2002,
S.

370)

。
マ
イ
ン
ツ
行
政
裁
判
所
も
、
九
○
年
代
後
半
の
ケ
ニ
ア
や
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
米
軍
駐
留
地
や
イ
エ
メ
ン
で
の
米
軍
艦
船
へ
の
一
連
の

島
大
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学
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｢
テ
ロ｣

攻
撃
を

｢

九
・
一
一
事
件
で

(

今
の
と
こ
ろ)

頂
点
に
達
し
た
計
画
的
に
意
図
さ
れ
た
殲
滅
戦
略｣

(

傍
線
は
本
稿
筆
者)

と

・
・
・
・
・

し
て
描
き
、｢

成
就
し
た
攻
撃
に
お
い
て
す
で
に
具
体
化
し
、
現
状
に
照
ら
し
さ
ら
な
る
攻
撃
の
脅
威
が
あ
り
う
る
持
続
性
の
危
険
は
存

在
す
る｣
と
述
べ
て
い
る(V

G
M

ainz,
D
uD

2002,
S.

303
[305])

。
こ
の
よ
う
な｢

持
続
性
の
危
険｣

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

既
述
の
よ
う
な
刑
法
の
世
界
主
義
ま
で
も
動
員
す
る
マ
イ
ン
ツ
行
政
裁
判
所
決
定
の
論
理
が
接
合
す
る
と
き

(�)

、
世
界
の
ど
こ
か
に｢

テ
ロ｣

の
脅
威
が
あ
る
限
り
い
つ
で
も
措
置
が
発
動
で
き
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
こ
の
頃
の
警
察
法
学
は｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー

捜
査｣

を
例
に
危
険
前
段
階
的
情
報
解
明
措
置
が
も
た
ら
す
伝
統
的
な
法
治
国
家
的
警
察
法
理
の
揺
ら
ぎ
を
語
っ
た
の
で
あ
っ
た

(�)

。｢

今

も
は
や
、
法
治
国
家
の
伝
統
的
な
諸
原
則
と
は
異
な
り
、
何
人
も
常
に
適
法
に
行
動
し
て
き
た
か
、
行
動
し
て
い
る
か
の
み
が
考
慮
さ
れ

る
の
で
は
な
い
。
今
や
そ
の
者
が
い
ず
れ
違
法
な
行
動
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
に
関
心
は
及
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
情
報
介
入

と
は
…
違
法
性
の
前
段
階
で
反
道
徳
の
兆
候
を
探
索
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る

(�)｣

、
な
ど
と
。

(

５)
｢

事
前
配
慮
型｣

ラ
ス
タ
ー
捜
査

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
訴
訟
の
頻
発
が
一
因
と
な
っ
て
、
い
く
つ
か
の
州
で
は
、
警
察

に
と
っ
て
使
い
出
の
良
く
な
い

｢

現
在
の
危
険｣
要
件
を
授
権
規
定
か
ら
外
す
法
改
定
を
行
っ
た

(

Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
三
一
条
一
項
や
上
級
地
方

裁
判
所
に
よ
り
捜
査
を
違
法
と
認
定
さ
れ
た
ヘ
ッ
セ
ン
州
公
共
安
全
秩
序
法
二
六
条
一
項)

。
さ
ら
に
は
、｢

重
大
な
犯
罪
の
予
防
的
対
策

の
た
め｣

(zur
vorbeugenden

B
ek�m

pfung
von

Straftaten
von

erheblicher
B
edeutung)

と
い
っ
た
よ
り
包
括
性
の
強
い
文
言
に

置
き
換
え
る
州

(

チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
警
察
一
般
法
四
四
条
一
項)

も
現
れ
た

(

あ
る
論
者
は
こ
れ
を
、G

efahrm
odel

か
らV

orsorgem

odel

へ
の
シ
フ
ト
と
呼
ん
で
い
る

(�))

。

こ
う
し
た
裁
判
所
の
法
解
釈
と
立
法
者
の
法
改
定
を
前
に
、｢

現
在
と
い
う
危
険
の
法
律
上
の
加
重
は
、
ラ
ス
タ
ー
捜
査
の
限
界
付
け

と
な
る
こ
と
す
ら
な
か
っ
た｣

と
批
判

(�)
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

一
三



４

連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷

２
、
３
で
見
て
き
た
傾
向
は
、
シ
ュ
レ
イ
ダ
ー
政
権

(

Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
同
盟
90
／
緑
の
連
立)

の
Ｏ
・
シ
リ
ー
、
及
び
メ
ル
ケ
ル
政
権

(

Ｃ

Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の

｢

大
連
立｣)

の
Ｗ
・
シ
ョ
イ
ブ
レ
と
い
う
強
烈
な
個
性

(�)

を
持
つ
二
代
の
連
邦
内
相
の
下
で
強
力
に
推
進
さ

れ
て
き
た

｢
テ
ロ｣

対
策
及
び
犯
罪
対
策
の
所
以
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
す
る
一
定
の
歯
止
め
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
連

邦
憲
法
裁
判
所

(
と
く
に
第
一
法
廷)

で
あ
る
。
と
り
わ
け
二
○
○
四
年
以
降
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
は
目
覚
し
く
、
以
下
の
よ
う

な
措
置
に
厳
し
い
縛
り
を
か
け
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
家
宅
内
の
会
話
傍
受

(

大
盗
聴)

(B
V
erfG

E
109,

279)

、
電
気
通
信
事
業
者

か
ら
の
通
信
記
録
等
保
存
情
報
の
提
供
・
押
収

(B
V
erfG

E
115,

166;
1B

vR
256/08,

N
W

w
Z

2009,
96;

2B
vR

236,
237/08,

N
W

w
Z

2009,
103)

、
税
関
刑
事
局
や
州
警
察
に
よ
る
通
信
監
視

(B
V
erfG

E
110,

33;
B
V
erfG

E
113,

348)

、
検
察
庁
等
の
公
的

機
関
に
よ
る
銀
行
預
金
口
座
情
報
の
自
動
照
会

(B
V
erfG

E,
118,

168)

、
予
防
的
ラ
ス
タ
ー
捜
査

(B
V
erfG

E
115,

320)

、
公
共
の

場
で
の
監
視
カ
メ
ラ

(1B
vR

2368/06,
N
W

w
Z

2007,
688)

、
自
動
車
ナ
ン
バ
ー
標
識
自
動
認
識
装
置
を
用
い
た
デ
ー
タ
徴
取
・
照

合(B
V
erfE

120,
378)

、
州
憲
法
擁
護
庁
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索(B

V
erfG

E,
120,

274)

、
さ
ら
に
、
連
邦
軍
に
よ
る
ハ
イ
ジ
ャ
ッ

ク
機
撃
墜

(B
V
erfG

E
115,

118)

、
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
判
決
の
特
徴
と
し
て
、
少
な
く
と
も
以
下
の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き
る
。

(

１)

法
治
国
家
的
原
則
に
則
っ
た

｢

非
常
時｣

志
向
の
否
定

第
一
に
、
大
盗
聴
や
Ｂ
Ｎ
Ｄ
の
戦
略
的
通
信
監
視
に
代
表
さ
れ
る

九
○
年
代
の
組
織
犯
罪
対
策
法
、
及
び
航
空
安
全
法
撃
墜
条
項
や

｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー
捜
査｣

に
代
表
さ
れ
る
九
・
一
一
事
件
後
の
治

安
対
策
立
法
に
対
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、
あ
る
と
き
は
基
本
法
上
の
管
轄
規
定

(

連
邦
軍
の
任
務
を
定
め
た
三
五
条
や
連
邦
の
任

務
領
域
を
定
め
た
八
七
ａ
条)

を
手
が
か
り
と
し
て
、
ま
た
あ
る
と
き
は
法
治
国
家
的
法
原
則
た
る
規
範
特
定
性
・
規
範
明
確
性
の
要
請

や
比
例
原
則
を
基
準
に
し
な
が
ら
違
憲
無
効
と
判
断
し
、
と
く
に
九
・
一
一
事
件
後
の｢

非
常
時｣

志
向
を
否
定
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
は
、｢

自
由
と
安
全
の
バ
ラ
ン
ス
は
立
法
者
に
よ
っ
て
新
た
に
調
整
さ
れ
て
よ
い
が
、
し
か
し
、
そ
の
重
心
が
立
法
者
に
よ
っ

島
大
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学
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て
根
本
的
に
ず
ら
さ
れ
て
よ
い
も
の
で
は
な
い｣

(B
V
erfG

E
115,

320
[135])

と
い
う
姿
勢
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
九
九
年

一
二
月
か
ら
○
八
年
四
月
ま
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
部
の
裁
判
官
と
し
て
右
諸
判
決
の
ほ
と
ん
ど
に
加
わ
っ
て
き
た
Ｗ
・
ホ
フ
マ
ン�

リ
ー
ム
は
、
九
・
一
一
事
件
の
記
憶
生
々
し
い
○
二
年
の
論
稿
で
、
現
行
の
刑
法
や
警
察
法
の
ス
リ
ー
パ
ー
型
テ
ロ
リ
ス
ト
へ
の
適
応
力

の
欠
落
を
悲
観
し
つ
つ
も
、｢

法
と
秩
序｣

を
求
め
る
市
民
の
不
安
感
が
他
者
や
社
会
的
異
端
者
へ
の
共
感
や
寛
容
精
神
を
圧
迫
す
る
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
彼
か
ら
す
れ
ば
、
不
明
確
な
契
機
と
目
的
に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
ラ
ス
タ
ー
捜
査
は
、
イ
ス
ラ

ム
系
住
民
に
対
す
る
差
別
助
長
の
点
か
ら
も
、
と
く
に
批
判
さ
れ
る
べ
き
措
置
で
あ
っ
た

(�)

。
な
お
彼
は
退
任
直
後
の
新
聞
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
も
、
九
・
一
一
事
件
以
降
の

｢

こ
の
新
た
な
恐
怖
の
シ
ナ
リ
オ
を
前
に
し
て
も
法
治
国
家
の
質
を
下
げ
る
つ
も
り
が
な
け
れ
ば
、
法
治

国
家
の
諸
前
提
を
放
棄
せ
ず
に
、
こ
れ
を
新
種
の
脅
威
と
手
段
に
適
合
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い｣

と
い
う
理
念
の
下
、
政
治
サ
イ
ド
か
ら
の

憲
法
裁
判
所
批
判
に
対
し
て
も
超
然
と
し
た
態
度
で
臨
ん
だ
と
述
懐
し
て
い
る

(�)
。

(

２)

基
本
権
コ
ン
セ
プ
ト
の
展
開
に
よ
る

｢

予
防｣

志
向
へ
の
対
峙

第
二
の
特
徴
と
し
て
、(

航
空
安
全
法
の
撃
墜
条
項
を
別

に
し
て)

こ
れ
ら
の
事
件
は
危
険
発
生
の
前
段
階
で
の
公
権
力
に
よ
る
予
防
的
監
視
・
情
報
収
集
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、

｢

九
・
一
一
以
降｣

と
い
う
状
況
特
殊
性
と
は
ひ
と
ま
ず
別
に
、｢

犯
罪
の
予
防
的
対
策｣

へ
の
警
察
活
動
の
重
心
移
動
と
い
う
法
現
象
に

対
す
る
連
邦
憲
法
裁
の
一
つ
の
応
答
が
示
さ
れ
て
い
る
。
連
邦
憲
法
裁
は
、
伝
統
的
な
警
察
上
の
措
置
に
比
べ
る
と
基
本
権
侵
害
の
態
様

や
程
度
が
定
か
で
は
な
く
、
又
、
従
来
の
危
険
概
念
で
は
把
握
が
難
し
い
こ
れ
ら
の
措
置
が
、
や
は
り
重
大
な
基
本
権
侵
害
に
該
当
す
る

こ
と
を
認
定
し
た
。
こ
う
し
た
判
断
の
際
、
保
護
範
囲
の
対
象
と
な
る
基
本
権
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く

情
報
自
己
決
定
権
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
連
邦
憲
法
裁
は
、｢
人
間
の
尊
厳｣

(

基
本
法
一
条
一
項)

や

｢

人
格
の
自
由
な
発

展｣
(

同
二
条
一
項)

か
ら
、｢

私
生
活
形
成
に
お
け
る
核
心
領
域｣

の
絶
対
性
や｢

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
秘
密
性
と
完
全
性
の
保
障｣

と
い
っ
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
導
き
出
し
て
き
た
。
連
邦
憲
法
裁
に
よ
り
違
憲
と
さ
れ
た
航
空
安
全
法
一
四
条
三
項
は
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
機
攻

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

一
五



撃
の
要
件
に
そ
れ
が

｢

現
在
の
危
険
の
除
去
の
唯
一
の
手
段｣

で
あ
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
要
件
す
ら

｢

基

本
法
一
条
一
項
の
人
間
の
尊
厳
の
保
障
と
結
び
つ
い
た
二
条
二
項
一
文
に
基
づ
く
生
命
に
対
す
る
権
利
に
合
致
し
な
い｣

と
認
定
さ
れ

(B
V
erfG

E
115,

118[Leitsatz
3])

、
先
に
紹
介
し
た

｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー
捜
査｣

の
裁
判
例
と
は
間
逆
の
ベ
ク
ト
ル
で
公
権
力
濫

用
の
安
全
装
置
と
し
て
の

｢

現
在
の
危
険｣

要
件
は
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(

３)

連
邦
憲
法
裁
判
所
批
判

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
連
邦
憲
法
裁
の
姿
勢
に
は
―
―
憲
法
解
釈
上
の
観
点
か
ら
以
上
に
多
分
に

憲
法
政
策
上
の
観
点
か
ら
の
―
―
批
判
も
少
な
く
は
な
い

(�)
。
連
邦
内
相
の
シ
ョ
イ
ブ
レ
は
、
大
盗
聴
判
決
の
結
果
な
さ
れ
た
刑
事
訴
訟
法

改
定
を
聴
覚
的
監
視
措
置
の

｢
事
実
上
の
死｣

だ
と
嘆
き
、
判
決
を
攻
撃
す
る

(�)

。
憲
法
裁
の
判
示
す
る
よ
う
に
親
密
圏
に
お
け
る
会
話
の

一
切
が
傍
受
不
可
能
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
犯
罪
者
た
ち
は
私
的
な
会
話
の
中
で
実
行
計
画
を
語
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
捜
査
機
関
が

欲
し
い
の
は
犯
罪
と
無
関
係
な
親
密
な
会
話
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
犯
罪
の
計
画
や
着
手
に
関
わ
る
情
報
な
の
で
あ
る
か
ら
、
記
録
消
去

の
徹
底
と
他
の
機
関
へ
の
情
報
譲
渡
の
禁
止
で
十
分
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
学
説
に
お
け
る
憲
法
裁
判
所
批
判
も
辛
辣
で
、
Ｊ
・
イ
ー
ゼ

ン
セ
ー
は
航
空
安
全
法
判
決
を

｢

支
離
滅
裂
の
観
念
論｣

(schizophrener
Idealism

us
(�))

と
呼
ぶ
。｢

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
航
空
機
乗

客
の
人
間
の
尊
厳
の
み
に
目
を
向
け
る
が
、
し
か
し
飛
行
機
の
外
に
い
る
犠
牲
者
の
尊
厳
は
無
視
し
て
い
る｣

の
で
あ
り
、｢

そ
の
根
本

的
な
存
在
目
的
が
自
国
の
市
民
の
安
全
で
あ
る
と
こ
ろ
の
国
家
に
深
刻
な
事
案
に
何
も
な
さ
ず
に
い
る
こ
と
を
強
い
て
い
る
。
そ
れ
で
も

基
本
権
と
い
う
無
垢
の
水
の
中
で
そ
の

[

総
督]

ピ
ラ
ト
と
し
て
の
手
を
洗
う
こ
と
が
憲
法
裁
に
は
許
さ
れ
て
い
る
の
だ｣

(

括
弧
内
は

本
稿
筆
者

(�))

。
Ｃ
・
ヒ
ル
グ
ル
ー
バ
ー
も
、
連
邦
憲
法
裁
は

｢

憲
法
の
番
人｣

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、｢

緊
急
時
知
ら
ず
の
憲
法
規
定
墨
守
主

義｣
(verfassungsrechtlicher

R
igorism

us
ohne

N
ot)

に
陥
っ
て
は
な
ら
ず
、｢

た
た
か
う
憲
法
解
釈｣

(w
ehrhafte

V
erfassungsinterpretation)

に
よ
っ
て
安
全
確
保
と
い
う
裁
判
所
を
含
む
全
て
の
国
家
機
関
が
担
う
任
務
の
遂
行
を
容
易
に
し
、｢

安
全

に
目
を
つ
ぶ
る｣

(sicherheitsblind)

憲
法
解
釈
に
対
峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る

(�)
。
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こ
う
し
た
批
判
に
対
す
る
連
邦
憲
法
裁
側
の
応
答
と
し
て
は
、
ま
ず
先
に
紹
介
し
た
ホ
フ
マ
ン�
リ
ー
ム
の
見
解
が
想
起
し
う
る

(�)

。
ま

た
、(｢
安
全
の
中
の
自
由

(�)｣

で
は
な
く
！)

｢

自
由
の
中
の
安
全｣

と
題
し
た
第
二
法
廷
裁
判
官
Ｕ
・
デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
に
よ
る
小
稿
も

一
連
の
憲
法
裁
批
判
の
文
脈
を
意
識
し
て
い
る

(�)
。
そ
こ
で
は
、｢

法
治
国
家
の
合
理
化
力
が
発
揮
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
国
家
が
、
あ
ら
ゆ

る
全
体
主
義
化
的
な

『

ゼ
ロ
・
サ
ム
図
式』

(A
lles-oder-N

ichts-Schem
a)

や
、
い
か
な
る
手
段
も
法
／
正

(R
echt)

だ
と
す
る
原
理

を
断
固
拒
否
す
る
社
会
の
一
部
で
あ
る
場
合
だ
け
で
あ
る｣

と
、｢

安
全｣

一
辺
倒
の
傾
向
が
否
定
さ
れ
て
い
る(

し
か
し
同
時
に
デ
ィ
・

フ
ァ
イ
ビ
オ
は
、｢

人
間
の
尊
厳｣

の
よ
う
な
概
念
が

｢

自
由
と
安
全｣

と
い
う
問
題
領
域
で
超
実
定
法
規
的
な
高
次
の
価
値
と
し
て
幅

を
利
か
せ
る
こ
と
に
も
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
お
り
、
こ
れ
を
第
一
法
廷
へ
の
牽
制
と
捉
え
る
の
も
穿
ち
す
ぎ
で
は
な
い)

。

も
ち
ろ
ん
先
に
見
た
よ
う
な
批
判
が
あ
る
一
方
で
、｢

憲
法
裁
は
、
古
典
的
な
法
治
国
家
原
則
の
擁
護
者
で
あ
る
こ
と
を
自
ら
明
ら
か

に
し
た
の
み
な
ら
ず
、
現
代
の
憲
法
判
例
が
ど
う
す
れ
ば
技
術
的
知
識
を
自
由
権
の
防
御
の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
示
し

た｣
(�)

だ
と
か
、｢

テ
ロ
リ
ズ
ム
と
の
戦
い
に
お
け
る
基
本
権
の
強
化
と
、
治
安
立
法
制
定
の
方
向
と
し
て
集
合
的
安
全
や
主
観
的
安
心
感

か
ら
離
れ
個
人
の
自
由
に
よ
り
接
近
す
る
矯
正
と
を
示
し
た

(�)｣

と
い
っ
た
積
極
的
評
価
が
数
多
く
見
ら
れ
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
た

だ
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

(B
V
erfG

E
112,

304)

や
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｉ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

(2
B
uR

1345/03
v.

22.
8.

2006)

を
用
い
た
捜
査
を
合

憲
と
し
た
よ
う
に

(�)
、
こ
の
種
の
異
議
の
全
て
を
連
邦
憲
法
裁
は
認
め
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
連
邦
憲
法
裁
は
、
組
織
犯
罪
対
策
法
や

｢

テ
ロ
対
策
法｣

に
み
ら
れ
る

｢

非
常
時｣

志
向
的
立
法
及
び
措
置

(

前
述
①)

に
対
し
て
は
、
か
な
り
厳
格
な
対
応
を
見
せ
て
い
る
一

方
、
警
察
の

｢

予
防｣

志
向
的
な
立
法
や
措
置

(

前
述
②)

に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
所
与
な
い
し
は
不
可
逆
的
な
も
の
と
し
て
あ
る
程
度

寛
容
な
態
度
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
の
点
は
、
個
別
事
例
ご
と
の
詳
細
な
検
討

(�)
及
び
諸
判
例
相
互
の
比
較
検
討

(�)

に
よ
る
実

証
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
に
お
け
る
捜
査
・
監
視
手
法
の
規
律
状
況
と
憲
法
裁
判
所
の
判
例
法
理
と
の
距
離
の
測
定

を
目
的
の
一
つ
に
置
く
本
稿
と
し
て
は
、
こ
の
広
い
視
野
を
必
要
と
す
る
問
題
に
は
こ
れ
以
上
踏
み
込
ま
ず
、
以
下
で
は
、
ラ
ス
タ
ー
捜

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

一
七



査
決
定
と
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索
判
決
の
二
件
を
本
稿
の
課
題
に
沿
う
か
た
ち
で
取
り
上
げ
る
に
と
ど
め
る

(

本
稿
第
二
章
及
び
第
三
章)

。

第
二
章

Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
の
境
界
値
①
―
―
具
体
的
危
険
の
法
理

こ
こ
で
は
、
二
○
○
六
年
四
月
四
日
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
決
定

(B
V
erfG

E
115,

320.

ラ
ス
タ
ー
捜
査
決
定)

を
取
り

上
げ
る

(�)
。

１

ラ
ス
タ
ー
捜
査
決
定
の
事
実

前
章
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
九
・
一
一
事
件
後
に
各
州
で
実
施
さ
れ
た

｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー
捜
査｣

に
対
し
て
捜
査
対
象
者
か
ら
の

提
訴
が
頻
発
し
た
が
、
本
件
も
そ
う
し
た
訴
訟
に
端
を
発
し
て
い
る
。
一
九
九
○
年
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
警
察
法
三
一
条
一
項

(

以
下
、
断
り
の
な

い
限
り
三
一
条
は
こ
の
旧
規
定
を
指
す)

は
、
ラ
ス
タ
ー
捜
査
を｢

連
邦
若
し
く
は
州
の
存
立
若
し
く
は
安
全
、
又
は
人
の
身
体
、
生
命
、

自
由
に
対
す
る
現
在
の
危
険
の
防
除
の
た
め
に
必
要
な
場
合｣

に
限
定
し
て
い
た

(

な
お
、
こ
れ
も
前
述
の
と
お
り
、｢

九
・
一
一
ラ
ス

タ
ー
捜
査｣

の
円
滑
な
実
施
の
た
め
に
、
二
○
○
三
年
七
月
二
五
日
の
法
改
定
に
よ
り
同
項
か
ら

｢

現
在
の
危
険｣

の
文
言
は
削
除
さ
れ

て
い
る)

。｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー
捜
査｣

捜
査
は
こ
の
規
定
が
根
拠
と
な
っ
た
が
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
区
裁
判
所
の
捜
査
令
状

(A
G

D �sseldorf,
B
eschl.

2.
10.

2001

‐151
G
s

4092/01

‐)

に
対
し
て
、
Ｎ
Ｒ
Ｗ
の
モ
ロ
ッ
コ
出
身
の
大
学
生
が
、｢

現
在
の
危
険｣

は
存
在
せ
ず
当
該
令
状
は
違
法
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
取
消
を
求
め
て
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
た

(�)

。
し
か
し
、
同
裁

判
所
も

(LG
D�sseldorf,

B
eschl.

29.
10.

2001

‐25
T

873/01

‐)
、
そ
の
上
級
審
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
上
級
地
方
裁
判
所
も

(O
LG

D�sseldorf,
B
eschl.

8.
2.

2002

‐3
W

x
356/01

‐)

、｢

現
在
の
危
険｣

は
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
争
点
の
ラ
ス
タ
ー
捜

島
大
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査
は
比
例
性
の
要
件
を
充
た
す
正
当
な
情
報
自
己
決
定
権
へ
の
侵
害

(Eingriff
(�))

で
あ
る
と
し
て
、
原
告
の
訴
え
を
却
け
た
。
そ
こ
で

原
告
は
、
こ
れ
ら
の
裁
判
所
の
決
定
の
違
憲
性
に
つ
い
て
連
邦
憲
法
裁
の
判
断
を
仰
い
だ
の
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
は
、
原
審
諸
判
決
の

解
釈
が
基
本
法
に
違
背
す
る
と
い
う
理
由
で
、
こ
れ
ら
を
破
棄
す
る
決
定
を
下
し
た
。

２

決
定
の
要
旨

決
定
理
由
Ｂ
Ⅰ
及
び
Ⅱ
部
分

(B
V
erfG

E
115,

320
[341

ff].

以
下
本
節
で
は
同
判
決
集
の
該
当
頁
数
の
み
掲
げ
る)

の
流
れ
を

辿
っ
て
お
こ
う
。

(

１)

授
権
規
定
の
合
憲
性

(341�346)
ま
ず
、
本
決
定
は
、
事
件
当
時
の
Ｎ
Ｒ
Ｗ
警
察
法
三
一
条
一
項
に
基
づ
く
監
視
的
措
置

が
情
報
自
己
決
定
権
の
保
護
範
囲
に
対
す
る
侵
害
に
あ
た
る
と
認
定
し
た
上
で
、
同
規
定
は
合
理
性
・
必
要
性
、
及
び
狭
義
の
比
例
原
則

の
要
請
を
充
た
す
と
し
て
、
当
該
侵
害
の
違
憲
性
が
阻
却
さ
れ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

(

２)

ラ
ス
タ
ー
捜
査
に
伴
う
基
本
権
侵
害
の
重
大
性(346�357)
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
決
定
は
、
同
項
に
基
づ
く
ラ
ス
タ
ー

捜
査
に
強
い
基
本
権
侵
害
を
認
め
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
当
該
措
置
の
場
合
、
①
徴
取
さ
れ
る
個
人
デ
ー
タ
が
多
様
か
つ
広
範
に
な
る
可
能

性
が
あ
る

(

に
も
か
か
わ
ら
ず
条
文
上
そ
の
範
囲
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い)

、
②
徴
取
さ
れ
た
情
報
に
基
づ
き
講
じ
ら
れ
る
別
の
さ
ら
な

る
措
置
が
基
本
権
介
入
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
、
③

｢

措
置
対
象
者
に
対
す
る
ス
テ
ィ
グ
マ
効
果
を
持
ち
、
間
接
的
に
は
日
常
生
活
や
職

場
で
の
差
別
を
生
み
出
す
リ
ス
ク
を
高
め
る｣

、
④
容
疑
の
な
い
者
も
広
く
対
象
と
す
る
点
で
著
し
い
面
的
広
範
性

(Streubreite)

を
持

つ
た
め
に

｢

濫
用
の
危
険
と
監
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
情
を
生
じ
さ
せ｣

、
も
っ
て
個
人
の
自
由
な
行
動
に
動
揺
効
果

(Einsch�
chterungseffekt)

を
及
ぼ
す
、
か
ら
で
あ
る
。

(

３)

自
由
と
安
全

(357
f.)

こ
の
よ
う
な
本
件
措
置
に
伴
う
強
度
な
基
本
権
侵
害
を
前
提
に
、
そ
の
違
憲
性
阻
却
事
由
の
存
否

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

一
九



の
検
討
に
入
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
決
定
で
は
、｢

自
由
の
民
主
的
基
本
秩
序｣

や
市
民
の
生
命
を
保
護
す
る
た
め
に
国
家
に
は

｢

テ
ロ

の
脅
威｣

に
対
抗
す
る
義
務
が
あ
る
点
、
し
か
し
同
時
に
、
そ
れ
は
法
治
国
家
的
手
段
に
限
定
さ
れ
る
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
憲
法
が

立
法
者
に
求
め
る

｢

自
由
と
安
全
の
適
切
な
バ
ラ
ン
ス｣

は
、｢

ど
の
み
ち
現
実
に
は
存
在
せ
ず
、
た
だ
自
由
の
放
棄
と
い
う
代
償
を
払

う
に
至
る
だ
け
で
あ
ろ
う
絶
対
的
な
安
全
と
い
う
目
標
を
追
求
す
る
の
を
排
除
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
基
本
法
は
、
た
と
え
事
実
の
状
況

に
基
づ
い
た
最
大
限
の
安
全
を
構
築
す
る
と
い
う
目
標
で
す
ら
法
治
国
家
的
条
件
に
服
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
と
く
に
こ
の
条
件
に

数
え
ら
れ
る
の
が
国
家
か
ら
の
侵
害
防
禦
の
権
利

(R
echt

staatlicher
Eingriffsabw

ehr)

と
し
て
の
基
本
権
へ
の
不
適
切
な
侵
害
の
禁

止
で
あ
る

(�)｣

。

(

４)

反
比
例
公
式

(359�363)
次
に
、
決
定
は
反
比
例
公
式
の
採
用
を
確
認
す
る
が
、
そ
の
際
に
は
、｢

蓋
然
性
の
程
度
の
要

請
と
将
来
予
測
の
事
実
の
基
盤
は
任
意
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
よ
い
も
の
で
は
な
く
、
基
本
権
侵
犯
の
態
様
並
び
に
重
大
性
及
び
境
界
値
と

顧
慮
さ
れ
る
べ
き
法
益
保
護
の
成
果
の
展
望
と
の
適
切
な
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る｣

と
い
う
点
、｢

脅
か
さ
れ
て
い
る
法

益
侵
害
が
最
も
重
大
で
あ
る
場
合
で
す
ら
、
十
分
な
蓋
然
性
の
必
要
性
は
放
棄
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
い｣

点
、
及
び

｢

重
大
な
基
本
権

侵
害
の
条
件
と
し
て
、
推
定
や
推
論
が
諸
事
実
の
中
の
具
体
的
な
輪
郭
を
持
っ
た
出
発
点
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
続
け
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い｣

点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
法
益
へ
の
危
険
防
除
と
し
て
の
基
本
権
侵
害
が
具
体
的
な
危
険
の
前
段
階
で
も

比
例
性
を
有
し
う
る
か
否
か
は
、
当
該
侵
害
が
期
待
す
る
成
果
を
挙
げ
る
十
分
な
展
望
の
み
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
防
除
さ
れ
る
べ

き
脅
威
と
侵
害
措
置
の
対
象
者
と
の
密
接
さ
に
鑑
み
て
許
容
さ
れ
る
侵
害
形
態
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
か
否
か
に
も
拠
る
と
説
く
。
こ
の
点
、

ラ
ス
タ
ー
捜
査
に
は

｢

本
人
特
定
的
な
嫌
疑

(personenbezogener
V
erdacht)

に
向
う
事
実
の
連
鎖｣

も

｢

脅
か
さ
れ
て
い
る
法
益
と

基
本
権
侵
害
を
受
け
る
当
事
者
と
の
密
接
関
係

(N�hebeziehung)｣
も
存
在
し
な
い
た
め
際
限
の
な
い
適
用
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
こ
れ

を
回
避
す
る
た
め
の
授
権
規
定
上
の
限
定
に
よ
っ
て
、
そ
の

｢

法
治
国
家
的
欠
損｣

(rechtsstaatliches
D
efizit)

を

｢

埋
合
わ
せ
る｣

島
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(kom
pensieren)

必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
警
察
法
三
一
条
は
こ
う
し
た
限
定
を
設
け
て
い
な
い
た
め
、
当
該
規
定
は
具
体
的

危
険

(konkrete
G
efahr)

を
要
件
と
す
る
と
解
し
て
は
じ
め
て
合
憲
と
な
る
と
決
定
は
述
べ
る
。
ゆ
え
に
、｢

ラ
ス
タ
ー
捜
査
が
具
体

的
危
険
の
前
段
階
に
お
い
て
可
能
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
許
さ
れ
て
い
な
い｣

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(

５)

具
体
的
危
険

(363�365)
か
く
し
て
決
定
は
、｢

ラ
ス
タ
ー
捜
査
に
適
用
さ
れ
る
侵
害
の
垣
根
は
、
憲
法
上
不
可
避
に
伝

統
的
な
意
味
に
お
け
る
現
在
の
危
険
で
あ
る
必
要
は
な
い
が
、
そ
れ
が
具
体
的
な
危
険
を
下
回
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い｣

と
説
く
。
し
か

も
、｢

具
体
的
な
危
険
の
確
認
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
蓋
然
性
の
予
測
は
、
事
実
に
依
拠
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抽
象
的
な
手

が
か
り
や
個
別
具
体
事
例
に
関
連
す
る
把
握
可
能
な
き
っ
か
け

(A
nlass)

の
無
い
純
然
た
る
推
定
で
は
、
十
分
で
は
な
い｣

と
も
付
け

加
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
決
定
は
、
か
か
る
具
体
的
危
険
が

｢

継
続
性
の
危
険｣

す
な
わ
ち

｢

相
当
長
期
に
及
ぶ
ど
の
時
点
に
お
い
て

も
損
害
発
生
の
十
分
な
蓋
然
性
が
存
在
す
る｣

状
態
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
も
あ
る
と
述
べ
る
。
も
と
よ
り
、｢

継
続
性
の
危
険｣

の
認

定
に
は
、
や
は
り

｢

損
害
発
生
の
十
分
な
蓋
然
性
及
び
蓋
然
性
の
予
測
の
具
体
的
な
事
実
根
拠
と
い
う
具
体
的
危
険
の
必
要
性
と
結
び
付

い
た
要
請
が
妥
当
す
る｣

と
い
う
認
識
の
下
、
決
定
は
、｢

攻
撃
の
機
会
と
し
て
テ
ロ
リ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
選
択
さ
れ
う
る
外
交
上

の
緊
張
状
態
が
繰
り
返
し
存
続
し
、
且
つ
そ
の
状
態
が
長
期
的
に
維
持
さ
れ
る
可
能
性｣

が
存
在
し
、｢

そ
の
限
り
で
、
テ
ロ
攻
撃
が
ド

イ
ツ
で
も
行
わ
れ
る
か
当
地
で
準
備
さ
れ
う
る
こ
と
は
、
実
際
に
は
排
除
さ
れ
て
い
な
い｣

が
、
し
か
し
な
が
ら
、｢

遅
く
と
も
二
○
○

一
年
九
月
一
一
日
以
来
、
す
な
わ
ち
現
時
点
で
四
年
に
及
び
実
際
に
絶
え
間
な
く
存
在
し
て
い
る
一
般
性
の
脅
威
状
況
や
外
交
上
の
緊
張

状
態
は
、
ラ
ス
タ
ー
捜
査
令
状
に
と
っ
て
十
分
で
は
な
い｣

と
認
定
し

｢

継
続
性
の
危
険｣

の
存
在
も
否
定
し
て
い
る
。

(

６)

規
範
特
定
性
・
規
範
明
確
性

(365
f.)

決
定
は
、
ラ
ス
タ
ー
捜
査
に
関
す
る
授
権
規
定
に
対
す
る
さ
ら
な
る
要
請
と
し
て

規
範
特
定
性
・
規
範
明
確
性
の
原
則
を
挙
げ
、
と
く
に
情
報
自
己
決
定
権
へ
の
介
入
の
場
合
は
デ
ー
タ
の
利
用
目
的
の
範
囲
を
明
確
に
規

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
国
勢
調
査
判
決

(B
V
erfG

E65,
1

[43
f.])

を
挙
げ
な
が
ら
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

二
一



は
、
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
警
察
法
三
一
条
が
、
デ
ー
タ
徴
取
を｢

連
邦
又
は
州
の
存
立
又
は
安
全
に
と
っ
て
の
危
険
若
し
く
は
個
人
の
身
体
、
生
命
、

自
由
に
と
っ
て
の
危
険
の
防
除｣

(

一
項)

を
目
的
と
す
る
他
の
デ
ー
タ

(｢

個
別
具
体
的
事
例
に
お
い
て
必
要
な
別
の
デ
ー
タ｣

(

二
項)

と
の
自
動
照
合
に
範
囲
限
定
し
て
い
る
点
で
、
規
範
特
定
性
と
規
範
明
確
性
は
充
た
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

加
え
て
決
定
は
、
右
要
請
が
充
た
さ
れ
る
の
も

｢

具
体
的
危
険｣

の
要
件
が
前
提
で
あ
る
こ
と
も
強
調
す
る
。
こ
の
要
件
が
な
け
れ
ば
、

｢

個
別
具
体
事
例
に
お
い
て
必
要｣

な
デ
ー
タ
の
範
囲
も
条
件
も
判
然
と
し
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。｢

も
し
、
ラ
ス
タ
ー
捜
査
の
思
考
準

拠
点

(B
ezugspunkt)

が
例
え
ば
一
般
的
な
テ
ロ
の
危
険
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
か
か
る
危
険
が
警
察
に
よ
っ
て
必
要
と

な
る
デ
ー
タ
の
種
類
の
具
体
化
の
思
考
準
拠
点
と
な
る
の
だ
と
し
た
ら
、
ほ
と
ん
ど
限
界
の
な
い
授
権
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た

だ
ろ
う｣

か
ら
、
憲
法
上
の
規
範
特
定
性
の
要
請
が
侵
犯
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
認
識
を
前
提
に
決
定
は
、
令
状
の
適
法
性
判
断
に
際
し
て
は
右
に
述
べ
た
よ
う
な
基
準
を
踏
ま
え
る
べ
き
と
こ
ろ
、
地

方
裁
判
所
及
び
上
級
地
方
裁
判
所
は｢

テ
ロ
攻
撃
の
単
な
る
可
能
性
を
も
っ
て
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
具
体
的
な
…
危
険
状
況
の
放
棄
を
行
っ

た｣

と
し
て
、
両
裁
判
所
の
決
定
を
違
憲
と
判
断
し
た
の
で
あ
る

(367�370)
。

３

ハ
ー
ス
裁
判
官
反
対
意
見

決
定
の
理
由
Ｂ
Ⅱ
に
は
二
名
の
反
対
が
あ
り
、
ハ
ー
ス
裁
判
官
が
反
対
意
見
を
書
い
て
い
る

(B
V
erfG

E
115,

320
[371

ff.])

。

第
一
法
廷
の
保
守
派
と
し
て
磔
刑
像
決
定

(B
V
erfG

E
93,

1)
や

｢
兵
士
は
殺
人
者
だ｣

事
件
決
定

(B
V
erfG

E
93,

266)

等
で
多

数
意
見
の
リ
ベ
ラ
ル
な
見
解
に
反
対
し
て
き
た
彼
女
は
、
大
盗
聴
判
決
や
航
空
安
全
法
判
決
な
ど
で
は
多
数
意
見
に
同
調
し
て
き
た
も
の

の
、
退
官
半
年
後
に
控
え
た
本
件
で
再
び
存
在
感
を
示
す
。
ハ
ー
ス
裁
判
官
は
、
具
体
的
危
険
と
い
う
概
念
を
危
険
探
知
や
リ
ス
ク
配
慮

に
対
し
て
ま
で
も
憲
法
上
の
境
界
値
と
し
て
適
用
し
よ
う
と
す
る
多
数
意
見
の
意
図
は
、｢

国
家
と
共
同
社
会
か
ら
基
本
権
保
護
と
い
う

島
大
法
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五
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重
要
な
フ
ィ
ー
ル
ド
の
上
で
著
し
く
闘
う
力
を
失
わ
せ
て
し
ま
う｣

と
し
て
、｢

直
接
に
民
主
的
正
統
性
を
持
つ
通
常
立
法
の
立
法
者
の

融
通
の
利
く
制
度
化
可
能
性｣

に
配
慮
し
た
自
制
を
憲
法
裁
に
求
め
る
。
国
家
に
は
市
民
の
生
命
や
健
康
に
対
す
る
不
安
の
除
去
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、｢

共
同
社
会
と
紐
帯
を
持
ち
且
つ
こ
れ
に
拘
束
を
受
け
る
市
民｣

は
九
・
一
一
事
件
以
降
の
状
況
下
で
は
ラ
ス

タ
ー
捜
査
対
象
と
な
る
こ
と
で
被
る
基
本
権
侵
害
な
ど
些
細
な
も
の
と
し
て
甘
受
し
て
い
る
と
い
う
の
が
彼
女
の
基
本
認
識
で
あ
る
。

ハ
ー
ス
裁
判
官
が
、
基
本
権
侵
害
を
軽
微
な
も
の
と
解
す
る
の
は
以
下
の
よ
う
な
論
拠
に
よ
る
。
①
照
合
の
た
め
に
他
機
関
か
ら
提
供

を
受
け
る
情
報
は
、
氏
名
、
性
別
、
住
所
、
大
学
で
の
専
攻
な
ど
措
置
対
象
者
に
と
っ
て
通
常
は
公
表
さ
れ
て
構
わ
ず
、
す
で
に
デ
ー
タ

と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
②
ラ
ス
タ
ー
捜
査
の
面
的
広
範
性
も
、
対
象
者
一
人
ひ
と
り
の
基
本
権
侵
害
の
強
度
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
個
々
人
に
と
っ
て
軽
微
で
あ
る
侵
害
が
、
多
数
を
対
象
と
す
る
こ
と
で
そ
の
侵
害
強
度
が
高
ま
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
む
し
ろ
対
象
者
の
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
個
々
人
の
匿
名
性
は
強
ま
る
。
③
多
数
意
見
が
指
摘
す
る
イ
ス
ラ
ム
信
仰
者

へ
の
差
別
も
、
個
人
の
信
仰
は
通
常
は
秘
密
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
基
本
法
三
条
三
項
が
不
利
益
扱
い
を
禁
止
す
る
性
別
や
言
語
な
ど
の
メ

ル
ク
マ
ー
ル
と
特
段
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
捜
査
は
原
則
非
公
開
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
ス
テ
ィ
グ
マ
は
生

じ
な
い
。
④
多
数
意
見
の
萎
縮
効
果

(

動
揺
効
果)
論
も
支
持
で
き
な
い
。
数
秒
程
度
の
デ
ー
タ
照
合
が
捜
査
対
象
者
の
行
動
を
変
更
す

る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る

(

通
信
監
視
措
置
の
分
野
で
憲
法
裁
が
展
開
し
て
き
た
論
理
を
援
用
す
る
の
は
不
当
で
あ
る)

。
多
数
意
見

は
、｢

基
本
権
行
使
を
躊
躇
さ
せ
る
効
果
が
回
避
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
措
置
対
象
者
の
主
観
的
権
利
の
保
護
の
た
め
だ
け
で

は
な
い
。
こ
う
し
た
効
果
が
生
じ
る
こ
と
で
公
共
の
利
益
も
害
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
自
己
決
定
は
、
そ
こ
で
生
活
す
る
市

民
の
活
動
能
力
・
参
加
能
力
に
基
礎
を
置
く
自
由
で
民
主
的
な
政
治
的
共
同
体
の
本
質
的
機
能
条
件
だ
か
ら
で
あ
る｣

(B
V
erfG

E
115,

320
[354

f.])

と
、
国
勢
調
査
判
決
で
展
開
さ
れ
た
議
論

(B
V
erfG

E
65,

1
[42])

を
踏
襲
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
む
し
ろ

｢

テ
ロ｣

の
危
険
を
国
家
が
放
置
し
て
お
く
こ
と
こ
そ
、
か
か
る
意
味
で
の
市
民
の
自
己
決
定
を
萎
縮
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。｢

個
人
は
、

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

二
三



世
界
規
模
で
直
面
す
る
テ
ロ
リ
ス
ト
の
脅
威
に
よ
り
惹
起
さ
れ
、
か
つ
真
摯
に
尊
重
さ
れ
る
べ
き
恐
怖
に
よ
り
威
圧
さ
れ
て
、
自
己
の
態

度
に
影
響
を
受
け
る
の
で
あ
る｣

。

次
に
、
反
対
意
見
は
、
多
数
意
見
が
説
く
脅
威
と
措
置
対
象
者
と
の
密
接
関
係
の
必
要
性
も
反
比
例
公
式
の
従
来
の
判
例
・
学
説
に
照

ら
し
て
妥
当
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
も
そ
も
密
接
関
係
が
あ
る
か
な
い
か
を
解
明
す
る
た
め
に
ラ
ス
タ
ー
捜
査
と
い
う
手
法
が
と
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
と
供
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
参
加
し
た
ス
ペ
イ
ン
や
英
国
で
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
た
事
実
を
踏
ま
え
れ

ば
、｢

テ
ロ｣

の
脅
威
を
肯
定
し
た
上
級
地
方
裁
判
所
の
判
断
は
適
当
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。

最
後
に
、
反
対
意
見
は
、
多
数
意
見
が
本
件
の
争
点
を
越
え
て
説
示
を
行
っ
て
い
る
点
を
批
判
す
る
。
本
件
の
審
査
対
象
は
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州

警
察
法
三
一
条
の
合
憲
性
と
同
法
に
基
づ
く
ラ
ス
タ
ー
捜
査
令
状
を
適
法
と
し
た
上
級
地
方
裁
判
所
の
判
決
の
合
憲
性
で
あ
り
、
具
体
的

危
険
を
ラ
ス
タ
ー
捜
査
に
対
す
る
憲
法
上
の
侵
害
境
界
値
と
し
て
設
定
す
る
必
要
性
は
無
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

４

基
本
権
侵
害
強
度
と
具
体
的
危
険

(

１)

侵
害
強
度
の
法
理

予
防
的
ラ
ス
タ
ー
捜
査
に
伴
う
基
本
権
侵
害
の
強
度
に
つ
い
て
は
、
判
例
・
学
説
で
見
解
が
二
分
さ
れ

て
い
た

(�)

。
本
決
定
は
、
強
度
の
侵
害
認
定
に
積
極
的
な
立
場
を
示
す
こ
と
で
―
―
ハ
ー
ス
裁
判
官
反
対
意
見
や
学
説
の
批
判
が
あ
る
に
せ

よ
、
そ
し
て
ま
た
、
措
置
継
続
下
の
各
地
の
裁
判
所
の
判
断
と
本
件
決
定
と
の
時
差
は
無
視
で
き
な
い
と
し
て
も
―
―
こ
の
対
立
に
ひ
と

ま
ず
決
着
を
つ
け
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
非
侵
害
者
が
広
範
に
対
象
と
な
る
予
防
的
監
視
・
捜
査
措
置
と
し
て
公
共
の
場
で
の
ビ
デ

オ
監
視
な
ど
と
共
通
項
を
持
つ
が
ゆ
え
に

(�)
、
本
決
定
の
影
響
力
は
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
二
次
利
用
の
危
険
性

に
つ
い
て
は
、
国
勢
調
査
判
決
以
来
の
憲
法
裁
の
敏
感
な
姿
勢
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

と
く
に
本
件
で
特
徴
的
な
の
は
ス
テ
ィ
グ
マ
効
果
の
判
断
で
あ
る
。｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー
捜
査｣

が
イ
ス
ラ
ム
文
化
圏
出
身
者
へ
の

島
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偏
見
を
助
長
す
る
と
い
う
問
題
は
当
該
措
置
当
時
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り

(�)

、
合
憲
説
に
立
つ
Ｗ
・
ブ
ル
ッ
ガ
ー
で
す
ら
、
○
一
年
以
降
の

ラ
ス
タ
ー
捜
査
が
外
国
人
統
合
の

｢

社
会
的
雰
囲
気
を
汚
染｣

し
た
こ
と
を
深
刻
に
受
け
と
め
て
い
た

(�)

。
こ
れ
に
対
し
て
、
ハ
ー
ス
反
対

意
見
の
よ
う
に
信
仰
を
住
所
や
性
別
等
の
情
報
と
同
一
視
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
を
理
由
に
生
じ
う
る
差
別
一
般
の
問
題
に
解
消
し
た
り
、

フ
ォ
ル
ク
マ
ン
ら
の
よ
う
に
社
会
的
偏
見
の
直
接
の
原
因
は
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
に
よ
る

｢

テ
ロ｣

事
件
で
あ
り
、
ラ
ス
タ
ー
捜
査
の
ス

テ
ィ
グ
マ
効
果
は
せ
い
ぜ
い
付
随
物
に
す
ぎ
な
い
と
解
す
る
見
解
が
あ
る

(�)

。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
圏
に
属
す
る
者
で
あ
れ
ば

誰
で
も

｢

テ
ロ｣

犯
罪
を
行
う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
公
権
力
の
認
識
が
当
該
措
置
を
通
じ
て
公
示
さ
れ
る
こ
と
の
社
会
的
意
味
は
軽
視

し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
点
を
無
視
し
て
基
本
権
侵
害
強
度
を
認
定
す
る
こ
と
は
や
は
り
妥
当
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

(

２)

反
比
例
公
式
／

｢�je-d
esto�

公
式｣

こ
こ
ま
で
本
稿
は
、
本
決
定
が
示
し
た
反
比
例
公
式
を
、
行
政
裁
判
所
の
判
例
や
、

｢

刑
事
訴
追
・
危
険
防
除
の
前
域
に�je-desto�
公
式
を
適
用
し
た
最
初
の
例

(�)｣

と
さ
れ
る
戦
略
的
監
視
決
定

(B
V
erfG

E
100,

313)

以

来
の
連
邦
憲
法
裁
の
そ
れ
と
直
線
的
に
把
握
し
て
き
た
。
警
察
法
の
教
科
書
の
中
に
も
警
察
法
上
の
反
比
例
公
式
を
連
邦
憲
法
裁
が
採
用

し
た
判
例
と
し
て
本
決
定
を
整
理
す
る
も
の
が
あ
り

(�)
、
そ
う
理
解
し
て
さ
し
あ
た
り
不
都
合
は
な
い
。
し
か
し
、
警
察
法
の
教
科
書
で
語

ら
れ
る
反
比
例
公
式
は

｢

措
置
発
動
の
蓋
然
性
と
損
害
程
度
の
積

(�)｣

と
い
う
二
極
の
比
例
で
あ
り
、
同
様
に
本
決
定
が
掲
げ
る
連
邦
憲
法

裁
の
先
例
も
、｢

危
険
に
晒
さ
れ
て
い
る
法
益(gef�hrdets

R
echtsgut)

が
重
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
且
つ
、
そ
の
時
に
行
動
に
よ
っ

て
損
な
わ
れ
た
か
又
は
損
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
当
該
法
益
が
広
範
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
分
だ
け
脅
か
さ
れ
て
い
る
又
は
す
で

に
生
じ
た
侵
犯
を
推
論
し
う
る
蓋
然
性
の
程
度
の
点
で
低
い
要
請
が
設
定
さ
れ
て
よ
く
、
且
つ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
法
益
へ
の
脅
威
又

は
侵
犯
が
推
論
さ
れ
う
る
事
実
の
根
拠
づ
け
も
よ
り
低
い
も
の
で
よ
い｣

(B
V
erfG

E
113,

348[386]�
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
通
信
監
視

判
決)

と
い
っ
た
定
式
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
る
に
本
決
定
で
は
、｢

脅
か
さ
れ
て
い
る
又
は
す
で
に
生
じ
た
法
益
侵
害
が
重
大
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
且
つ

(und)

問
題
と
な
る
基
本
権
侵
害
の
重
大
性
が
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど｣

、
蓋
然
性
の
必
要
性
は
低
く
な
る
と
い
う

・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

二
五



定
式

(B
V
erfG

E
115,

320[360].

傍
点
は
本
稿
筆
者)

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
分
野
の
判
例
動
向
に
通
じ
る
小
山
剛
は
、
連
邦
憲
法

裁
の

｢�je-desto�
公
式｣

を
①
基
本
権
侵
害
の
重
大
性
、
②
発
生
し
う
る
損
害
の
重
大
性
、
③
損
害
発
生
の
蓋
然
性
と
い
う

｢

三
変
数

間
の
均
衡
を
求
め
る
も
の｣

と
定
義
し
、｢

具
体
的
危
険
の
前
域
で
行
わ
れ
る
監
視
に
つ
い
て
は
、
危
険
発
生
の
蓋
然
性
と
い
う
第
三
の

衡
量
要
素
を
取
り
込
ん
だ
、�je
‐desto�
公
式
へ
と
狭
義
の
比
例
原
則
を
進
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た｣

と
分
析
す
る
が

(�)

、
こ
の

枠
組
み
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
た
の
が
本
決
定
と
い
え
よ
う

(�)
。
憲
法
上
の
比
例
原
則
の
衡
量
要
素
と
し
て
は

｢

危
険
の
蓋
然
性｣

は
新
参

で
あ
る
が
、
従
来
の
警
察
法
の
反
比
例
公
式
か
ら
す
れ
ば
、｢

基
本
権
侵
害
の
重
大
性｣

の
方
こ
そ
が
こ
の
公
式
に
と
っ
て
の
い
わ
ば

｢

異
物｣

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
な
融
合
に
つ
い
て
、｢

反
比
例
公
式
の
適
用
は
、
危
険
の
存
否
を
判
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、

危
険
防
除
的
侵
害
が
比
例
性
を
有
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
も
の
で
は
な
い｣

と
批
判
も
な
さ
れ
て
は
い
る
が

(�)

、｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー

捜
査｣

の
際
に
明
瞭
に
な
っ
た
二
項
型
の
反
比
例
公
式
が
抱
え
る
問
題
点
を
克
服
す
る
た
め
に
は
必
要
な
営
為
で
あ
っ
た
と
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
三
つ
の
衡
量
要
素
の
関
係
が
本
決
定
で
完
全
に
ク
リ
ア
ー
に
な
っ
た
と
ま
で
は
言
い
難
い
が
、
少
な
く
と
も
従
来
の
定

式
と
は
異
な
り
、
保
護
法
益
が
重
要
な
も
の
で
あ
っ
て
も
重
大
な
基
本
権
侵
害
を
伴
う
限
り
蓋
然
性
の
内
実
を
具
体
的
危
険
が
認
め
ら
れ

な
い
程
に
引
き
下
げ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
が
憲
法
上
の
要
請
と
し
て
明
示
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る

(�)

。
近
時
、
危
険
前
段
階
措
置

・
・
・
・
・
・
・
・
・

(

犯
罪
の
予
防
的
対
策)

で
は
危
険
要
件
を
厳
格
に
求
め
る
必
要
は
な
い
と
い
う
議
論
が
有
力
な
だ
け
に

(�)

、
こ
の
定
式
の
意
義
は
少
な
く

な
い
。

(

３)

現
在
の
危
険
／
具
体
的
危
険

し
か
し
同
時
に
、
本
決
定
は
、
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
警
察
法
三
一
条
一
項
旧
規
定
の

｢

現
在
の
危
険｣

要
件
が
保
護
法
益
の
重
大
性
に
比
例
し
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
そ
の
憲
法
上
の
根
拠
を
否
定
し
て
も
い
る
。
前
章
で
述
べ
た
と
お
り
、

｢

現
在
の
危
険｣

と
い
う
要
件
加
重
は
、
ラ
ス
タ
ー
捜
査
に
伴
う
多
数
の
非
侵
害
者
に
対
す
る
基
本
権
侵
害
を
重
く
捉
え
た
立
法
者
の
配

慮
の
表
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
決
定
は
、
か
か
る
条
件
を
充
た
す｢

ほ
と
ん
ど
の
場
合｣

ラ
ス
タ
ー
捜
査
は
す
で
に
そ
の
実
効
性
を
失
っ

島
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て
い
る
と
述
べ
る

(B
V
erfG

E
115,

320
[362

(�)])

。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
―
―
多
数
意
見
で
は
明
言
し
て
お
ら
ず
、
ハ
ー
ス
裁
判
官

反
対
意
見
で
も
婉
曲
な
示
唆

(�)
に
と
ど
ま
る
が
―
―
合
理
性
・
必
要
性
を
充
た
す
ラ
ス
タ
ー
捜
査
に

｢

現
在
の
危
険｣

の
要
件
を
課
す
こ
と

は
、(
多
数
意
見
も
先
例
を
示
し
て
承
認
し
て
い
る[B

V
erfG

E
115,

320
(358)]

と
こ
ろ
の)

基
本
権
保
護
義
務
に
由
来
す
る
過
少
保

護
禁
止

(U
nterm

a�verbot)
の
法
理

(�)
と
の
抵
触
を
連
邦
憲
法
裁
が
感
じ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い

(�)

。

だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
決
定
は
、
重
大
な
法
益
保
護
を
目
的
と
す
る
危
険
の
前
段
階
措
置
に
対
し
て
も
、
警
察
法
の
一
般
条
項
に

基
づ
く
措
置
の
前
提
と
さ
れ
る

(�)
と
い
う
意
味
で
危
険
防
除
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
で
あ
る
具
体
的
危
険

(

見
通
せ
る
時
点[in

absehbarer

Zeit]

で
の
公
共
の
安
全
若
し
く
は
秩
序
に
対
す
る
損
害
が
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
十
分
な
蓋
然
性
が
個
別
具
体
的
事
案
に
お
い
て
存

在
す
る
状
態

[

Ｎ
Ｓ
Ｏ
Ｇ
二
条
一
号
ａ

(�)])

を
侵
害
境
界
値
と
し
て
設
定
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
際
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
多
く
の

非
侵
害
者

(N
ichtst�rer)

が
措
置
対
象
者
と
な
る
本
件
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
、｢

脅
か
さ
れ
て
い
る
法
益
と
基
本
権
侵
害
を
受
け
る

当
事
者
と
の
密
接
関
係｣

の
必
要
性
を
明
確
に
し
、
そ
の
点
で

｢

法
治
国
家
的
要
請｣

を
充
た
さ
な
い
本
件
措
置
に
そ
の
代
償
と
し
て
具

体
的
危
険
を
求
め
る
と
い
う
論
理
構
成
を
本
決
定
が
採
用
し
た
点
で
あ
る

(B
V
erfG

E
115,

320
[361�364])

。
と
い
う
の
も
、｢

予

測
さ
れ
る
損
害
発
生
と
対
象
者
と
の
密
接
性
の
要
請
は
警
察
法
上
、
危
険
の
予
測
と
は
関
係
が
な
い

(�)｣

は
ず
の
具
体
的
危
険
の
概
念
が
、

法
益
侵
害
者
と
措
置
対
象
者
と
の
同
一
性
・
密
接
性
を
少
な
く
と
も
補
う
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
事
実
上
の
侵
害

境
界
値
は
格
段
に
上
昇
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
密
接
関
係
の
要
求
自
体
は
、
す
で
に
連
邦
憲
法
裁
の
先
例
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が

(

戦
略
的
通
信
監
視
判
決[B

V
erfG

E
100,

313];

携
帯
電
話
監
視
判
決[B

V
erfG

E
107,

299]

、
税
関
刑
事
局
決
定[B

V
erfG

E
110,

33]

、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
通
信
監
視
判
決[B

V
erfG

E
113,

348])

、
こ
れ
ら
は
犯
罪
予
防
や
刑
事
訴
追
の
た
め
の
通
信
監
視
な
ど
基
本

法
一
○
条
関
連
の
事
案
で
あ
り
、
ラ
ス
タ
ー
捜
査
に
比
べ
れ
ば
措
置
対
象
者
が
遥
か
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
事
案

で
は
法
廷
意
見
に
与
し
た
ハ
ー
ス
裁
判
官
は
、
長
時
間
の
通
信
監
視
と
容
疑
に
無
関
係
な
市
民
は
数
秒
の
照
合
で
対
象
か
ら
振
落
と
さ
れ

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

二
七



る
ラ
ス
タ
ー
捜
査
と
で
は
性
質
が
異
な
る
と
し
て
、
本
件
に
密
接
関
係
を
要
請
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
の
で
あ
る(B

V
erfG

E
115,

320

[376�378 (�)])

。

Ｕ
・
フ
ォ
ル
ク
マ
ン
の
評
釈
も
法
廷
意
見
を
危
険
概
念
へ
の
過
大
要
求
だ
と
し
、
さ
ら
に

｢

現
在
の
危
険｣

、｢

直
接
の
危
険｣

(unm
ittelbare

G
efahr)

、｢

著
し
い
危
険｣

(erhebliche
G
efahr)

な
ど
と
い
っ
た
加
重
し
た
危
険
概
念
を
危
険
前
段
階
措
置
に
立
法
者

が
持
ち
込
む
傾
向
自
体
に
批
判
の
眼
を
向
け
て
い
る
。
措
置
の
濫
用
を
制
御
す
る
目
的
で
の
危
険
概
念
へ
の
加
重
は
、
危
険
前
段
階
措
置

の
場
合
は
、
か
え
っ
て
危
険
概
念
の
侵
害
限
定
機
能
を
損
ね
て
し
ま
う
の
で
あ
り
、
危
険
概
念
に
固
執
し
て
侵
害
限
定
機
能
の
復
興
を
試

み
る
連
邦
憲
法
裁
も
、
統
制
能
力
の
欠
如
と
い
う
問
題
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
た

(�)

。
こ
の
よ
う
な
、
フ
ォ
ル
ク
マ
ン
の
主
張
は
警
察
に
よ

る
法
益
保
護
と
警
察
に
よ
る
基
本
権
侵
害
と
い
う
緊
張
の
中
で
展
開
さ
れ
て
き
た
危
険
概
念
の
沿
革
的
意
義
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
き
ら
い

が
あ
る
が
、

(�)
確
か
に
危
険
前
段
階
に
お
け
る
予
防
的
措
置
に
従
来
の
危
険
防
除
法
の
法
理
が
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
―
―

こ
の
よ
う
な
措
置
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
限
り
―
―
生
ず
る
の
は
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
し
、
本
決
定
が
具
体
的
危
険
の
要
件
を

｢

単
純
法
律
の
信
頼
度
の
高
い
解
釈
と
し
て
で
は
な
く
、
憲
法
上
の
要
請
の
解
と
し
て
示
し
た

(�)｣

こ
と
の
理
由
付
け
も
確
か
に
十
分
で
は

な
い
。
ま
た
他
方
で
は
、
ハ
ー
ス
裁
判
官
や
フ
ォ
ル
ク
マ
ン
と
は
逆
の
方
向
で
、
本
決
定
が
具
体
的
危
険
に
拘
り
な
が
ら
結
局
の
と
こ
ろ

措
置
対
象
者
の
損
害
へ
の
関
連
性
を
不
問
に
し
た
点
を
む
し
ろ
批
判
す
る
評
者
も
い
る

(�)
。
と
り
わ
け
、
非
侵
害
者
へ
の
侵
害
は
通
常

｢

現

在
の
危
険｣

の
下
で
の
み
許
さ
れ
る
と
解
す
る
立
場

(�)
か
ら
す
れ
ば
、
法
益
侵
害
者
と
措
置
対
象
者
と
の
密
接
関
係
の
不
在
に
起
因
す
る

｢

法
治
国
家
的
欠
損｣

が
な
ぜ
具
体
的
危
険
の
要
件
に
よ
り
補
填
さ
れ
る
の
か
に
つ
き
、
本
決
定
の
説
明
で
は
不
十
分
で
あ
ろ
う

(�)

。

さ
ら
に
他
方
、
危
険
発
見
手
段
と
し
て
の
予
防
的
ラ
ス
タ
ー
捜
査
に
具
体
的
危
険
を
課
す
ア
ポ
リ
ア
を
抱
え
て
ま
で
―
―

｢

現
在
の
危

険｣

は
も
ち
ろ
ん
具
体
的
危
険
の
要
件
の
下
で
も
予
防
的
ラ
ス
タ
ー
捜
査
は
効
果
を
発
揮
で
き
な
い
と
い
う
見
方
が
当
該
捜
査
に
肯
定
的

か
否
定
的
か
の
相
違
を
越
え
て
支
配
的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

(�)
―
―
こ
れ
を
延
命
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
も
出
て
く

島
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る
。
本
決
定
で
は
授
権
規
定
の
合
理
性
・
必
要
性
は
あ
っ
さ
り
と
承
認
さ
れ
て
い
る
が

(�)

、
立
法
目
的
に
対
す
る
手
段
の
合
理
性
の
観
点
か

ら
違
憲
と
す
る
余
地
も
あ
り
え
た
は
ず
で
あ
る

(�)
。

(

４)
そ
れ
で
も

｢

持
続
性
の
危
険｣

は
持
続
す
る
？

加
え
て
見
落
と
せ
な
い
の
は
、
本
決
定
が

｢

持
続
性
の
危
険｣

概
念
を
具

体
的
危
険
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
こ
の
基
準
の
緩
和
の
契
機
を
抱
え
込
ん
だ
点
で
あ
る
。｢

持
続
性
の
危
険｣

の
概
念
が

｢

九
・
一
一
ラ

ス
タ
ー
捜
査｣

捜
査
の
適
法
性
の
論
証
の
た
め
に
援
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
前
章
で
述
べ
た
。
本
決
定
が
、｢

現
在
の
危
険｣

よ
り
も
損

害
発
生
の
時
間
的
近
接
性
の
薄
い
具
体
的
危
険
の
下
で

｢

持
続
性
の
危
険｣

を
承
認
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
侵
害
境
界
値
が
そ
れ
だ
け
低
下

す
る
可
能
性
は
あ
る
。
も
っ
と
も
、
本
決
定
は
、
結
論
と
し
て
は
九
・
一
一
事
件
直
後
の
状
況
に

｢

持
続
性
の
危
険｣

の
存
在
を
認
め
な

か
っ
た
わ
け
で
あ
り
、｢

持
続
性
の
危
険
の
確
認
の
た
め
に
は
、
具
体
的
事
実
の
必
要
性
と
結
び
つ
い
た

｢

損
害
発
生
の
十
分
な
蓋
然
性

及
び
蓋
然
性
予
測
の
要
請｣

を
強
調
し
た
そ
の
説
示

(B
V
erfG

E
115,

320
[364])

を
、｢

持
続
す
る
い
ず
れ
の
時
点
に
お
い
て
も
、

具
体
的
な
事
実
の
根
拠
に
基
づ
く
損
害
の
蓋
然
性
が
存
在｣

す
る
こ
と
を
要
請
し
た
も
の
と
解
す
れ
ば

(�)

、
通
常
裁
判
所
・
行
政
裁
判
所
の

裁
判
例
に
お
け
る

｢

持
続
性
の
危
険｣

論
を
明
確
に
否
定
す
る
意
図
を
そ
こ
に
読
み
取
る
余
地
は
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
そ
の
た
め
に
、

あ
え
て
問
題
点
の
あ
る

｢

持
続
性
の
危
険｣

コ
ン
セ
プ
ト
を
採
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
は
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
。

５

判
決
の
影
響

本
件
の
争
点
が
Ｎ
Ｒ
Ｗ
警
察
法
三
一
条
一
項
旧
規
定
に
基
づ
く
ラ
ス
タ
ー
捜
査
令
状
の
適
法
性
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
当
該
争
点

の
判
断
を
越
え
て
立
法
基
準
と
し
て
具
体
的
危
険
を
語
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
批
判
は
、
ハ
ー
ス
裁
判
官
反
対
意
見
を
は
じ
め
多

く
の
評
者
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
る

(�)
。
こ
れ
は

｢

民
主
的
立
法
過
程
と
の
関
係
に
お
け
る
憲
法
裁
判
の
役
割
と
限
界｣

と
い
う
大
き
な
論
点

に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
検
討
は
断
念
す
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
Ｎ
Ｒ
Ｗ
の
講
じ
た
措
置
が
授
権
規
定
の
構
成
要
件
の

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

二
九



み
な
ら
ず
、
憲
法
上
の
侵
害
境
界
値
も
下
回
る
と
本
決
定
が
指
摘
す
る
こ
と
で
、
そ
の
違
法
性
認
定
に
説
得
力
が
増
し
た
こ
と
は
事
実
で

あ
る
。
他
方
、
本
件
決
定
の
説
示
と
現
行
三
一
条
一
項

(｢

現
在
の
危
険｣

を
削
除
し
た
九
三
年
規
定)

と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

九
三
年
規
定
も
具
体
的
危
険
の
存
在
を
前
提
に
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で

(�)

、
そ
の
違
憲
性
を
指
摘
す
る
見
解
は
さ
し
あ
た
り

(�)

見
ら
れ
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
本
決
定
は
、
侵
害
境
界
値
の
引
き
下
げ
を
行
っ
た
現
行
規
定
に
合
格
点
を
出
す
こ
と
で
予
防
的
ラ
ス
タ
ー
捜
査
の
合
理
性
・

必
要
性
を
承
認
す
る
一
方
、
伝
統
的
な
具
体
的
危
険
に
拘
る
こ
と
で

｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー
捜
査｣

と
こ
れ
を
追
認
し
た
司
法
判
断
の

｢

非
常
時｣

志
向
を
否
定
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
、｢

自
由
と
安
全｣

の
バ
ラ
ン
ス
を
追
求
し
た
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
Ｎ

Ｒ
Ｗ
州
以
外
の
警
察
法
に
と
っ
て
の
影
響
は
甚
大
で
、
本
件
決
定
時
、
そ
の
多
く
が
本
決
定
の
基
準
を
充
た
し
て
い
な
い
と
見
ら
れ
て
い

た
。

(�)
し
か
し
、
こ
こ
で
も
論
者
に
よ
っ
て
は
、
単
な
る

｢

犯
罪
の
予
防
的
対
策｣

目
的
の
規
定
で
は
連
邦
憲
法
裁
の
基
準
を
充
た
さ
な
い

が
、｢

特
に
重
大
な
犯
罪｣

の
防
除
や
防
止
が
目
的
で
あ
れ
ば
当
該
基
準
と
合
致
す
る
と
い
う
解
釈
も
あ
り

(�)

―
―
後
者
の
基
準
さ
え
充
た

し
て
い
な
い
州
で
は
法
改
定
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が

(�)
―
―
そ
こ
に
は
本
決
定
の
射
程
を
出
来
る
だ
け
絞
り
込
も
う
と
す
る
意
図
が
見
ら
れ

る
。
も
っ
と
も
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
具
体
的
危
険
を
前
提
に
し
た
予
防
的
ラ
ス
タ
ー
捜
査
の
効
果
に
は
疑
問
が
あ
り
、
そ
う
で

な
く
と
も
失
敗
に
終
わ
っ
た

｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー
捜
査｣

の
経
験
は
同
様
の
捜
査
を
躊
躇
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
り
、
各
州
の
ス
ク
リ
ー

ン
捜
査
規
定
は
適
用
を
見
な
い
ま
ま
休
眠
状
態
に
入
る
可
能
性
も
強
い
。
さ
ら
に

｢

反
テ
ロ
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣

の
充
実

(�)

が
、
喩
え
る
な

ら
川
で
砂
金
を
採
る
が
ご
と
き
予
防
的
ラ
ス
タ
ー
捜
査
の
実
務
的
必
要
性
を
低
減
さ
せ
て
い
る
側
面
も
あ
る

(�)
。
そ
れ
で
も
予
防
的
ラ
ス
タ
ー

捜
査
は

(

連
邦
憲
法
裁
の
示
し
た
基
準
の
下
で
あ
ろ
う
と
も)

｢
テ
ロ
犯
罪｣

対
策
に

｢

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

(�)｣

手
法
と
し
て
、
連
邦

内
務
省
は
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
に
連
邦
自
ら
の
権
限
と
し
て
取
込
も
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

(

続
く)
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註
(

１)
W

olfgang
B
osbach,

D
er

R
echtsstaat

in
Zeiten

des
Terrors,

in:
Stefan

H
uster/K

arseten
R
udolph

(H
rsg.),

V
om

R
echtsstaat

zum
Pr�ventionsstaat,

Frankfurt
a.

M
.

2008,
S.

150.

ボ
ス
バ
ッ
ハ
は
、
弁
護
士
出
身
の
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
の
連
邦
議
会
議
員

(
内
務
問
題
担
当)

。
連
邦
憲
法
裁
判
所
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索
判
決

(B
V
erfG

E,
120,

274)

の
興
奮

(

な
い
し
衝
撃)

冷
め
や
ら
ぬ
時
期
に

公
刊
さ
れ
た
こ
の
書
は
、
内
務
問
題
に
通
じ
た
各
会
派
の
連
邦
議
会
議
員
、
Ｃ
・
グ
ズ
ィ
や
Ｈ�
Ｊ
・
ラ
ン
ゲ
ら
公
法
・
政
治
学
の
研
究
者
、

さ
ら
に
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
重
鎮
で
大
盗
聴
違
憲
確
認
訴
訟
や
航
空
安
全
法
違
憲
確
認
訴
訟
の
申
立
人
に
な
っ
た
Ｇ
・
Ｒ
・
バ
ウ
ム
や
Ｂ
・
ヒ
ル
シ
ュ

の
論
説
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
二
○
○
○
年
代
後
半
の
ド
イ
ツ
治
安
法
制
の
議
論
状
況
が
把
握
で
き
る
一
書
で
あ
る
。

(

２)
W

olfgang
H
offm

ann-R
iem

,
Interview

von
SZ

12/13.4.2008.
｢

彼｣

と
は
連
邦
内
相
Ｗ
・
シ
ョ
イ
ブ
レ
の
こ
と
。

(

３)

そ
れ
自
体
あ
る
種
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
持
つ�Innere

Sicherheit�
概
念
と
結
び
つ
い
た
概
念
で
あ
る�Sicherheitsrecht�

の
政
治
的
含

意
に
つ
い
て
、
拙
稿

｢

ド
イ
ツ
に
お
け
る

『

安
全
と
自
由』｣

森
英
樹
編

『

現
代
憲
法
に
お
け
る
安
全』

(

日
本
評
論
社
・
二
○
○
九
年)

所

収
四
五
七
―
四
五
九
頁
、
参
照
。

(

４)

二
○
○
○
年
代
前
半
の
議
論
状
況
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、vgl.

M
atthias

K�tter,
Pfade

des
Sicherheitsrechts,

B
aden-B

aden
2008,

K
ap.

4,
5.

(

５)
V
orsorgestaat

に
つ
い
て
は
、vgl.

U
w
e

V
olkm

ann,
Sicherheit

und
R
isiko

als
Problem

e
des

R
echtsstaats,

JZ
2004,

S.
700

�703.(

６)

す
で
に
相
当
蓄
積
さ
れ
た
文
献
群
の
中
で
、
小
山
剛
、
西
原
博
史
、
島
田
茂
、
白
藤
博
行
、
米
田
雅
宏
ら
の
仕
事
に
こ
う
し
た
問
題
意
識

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
と
の
関
連
で
は
、
小
山
剛

｢
監
視
国
家
と
法
治
国
家｣

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
五
六
号

(

二
○
○
八
年)

四
八
頁

以
下
、
西
原
博
史

｢

リ
ス
ク
社
会
・
予
防
原
則
・
比
例
原
則｣
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
五
六
号

(

二
○
○
八
年)

七
五
頁
以
下
、
島
田
茂

｢

ド
イ

ツ
警
察
法
に
お
け
る

『

犯
罪
の
予
防
的
制
圧』

の
任
務
と
権
限｣
甲
南
法
学
四
七
巻
一
号

(

二
○
○
六
年)

五
三
頁
以
下
、
白
藤
博
行

｢

リ

ス
ク
社
会
下
の
警
察
行
政｣

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
五
六
号

(

二
○
○
八
年)

八
二
頁
以
下
、
米
田
雅
宏

｢

危
険
概
念
の
解
釈
方
法

(

一)

〜

(

四
・
完)｣

自
治
研
究
八
三
巻
八
号
九
五
頁
以
下
、
一
○
号
八
七
頁
以
下
、
一
一
号
一
一
八
頁
以
下

(

二
○
○
七
年)

、
八
四
巻
一
号
一
○

三
頁
以
下

(

二
○
○
八
年)

、
を
さ
し
あ
た
り
掲
げ
て
お
く
。
な
お
、
本
稿
は
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
大
学
に
お
け
る
在
外
研
修
期
間

(

二
○
○

八
年
一
○
月�
二
○
○
九
年
九
月)

中
に
構
想
・
執
筆
さ
れ
た
事
情
か
ら
、
掲
げ
る
べ
き
邦
語
文
献
に
遺
漏
が
あ
り
う
る
こ
と
を
予
め
お
断

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

三
一



り
し
て
お
く
。

(
７)

前
掲
註

(

６)

の
諸
業
績
に
学
び
つ
つ
筆
者
も
若
干
の
論
稿
を
公
表
し
て
き
た
。
拙
稿
・
前
掲
註

(

４)

四
五
七
頁
以
下
、
同

｢

安
全
感

情
の
保
護
に
対
す
る
公
権
力
の
役
割｣

島
大
法
学
四
八
巻
四
号

(

二
○
○
六
年)

一
七
○
頁
以
下
、
同

｢

ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
共
の
場
で
の

カ
メ
ラ
監
視
の
憲
法
学
考
察｣

法
政
論
集
二
一
三
号

(

二
○
○
六
年)

三
三
五
頁
以
下
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
は
事
前
配
慮
国

家
の
法
的
・
政
治
的
統
制
手
段
の
提
示
と
い
う
困
難
な
課
題
を
前
に
し
て
、
な
お
現
状
分
析
の
域
を
出
て
い
な
い
。
本
稿
も
ま
た
今
後
の
本

格
的
な
考
察
の
た
め
の
予
備
的
作
業
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

(

８)

Ｂ
Ｋ
Ａ
の
権
限
と
組
織
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
の
広
報
パ
ン
フ
レ
ッ
トB

undeskirim
inalam

t,
D
as

B
undeskirim

inalam
t�Faken

und
Zahlen

2008
(

Ｂ
Ｋ
Ａ
の
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト[w

w
w
.bka.de]

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る)

を
参
照
。
さ
ら
に
、
以
下
の
諸
文
献
を
参
考
に

し
た
。R

einhard
M

okros,
Polizeiorganisation

in
D
eutschland,

in:
H
ans

Lisken/Erhard
D
enninger

(H
rsg.),

H
andbuch

des
Polizeirechts,

4.
A
ufl.,

M�nchen
2007

,
K
ap

.
B

R
n
.

16

‐21;
H
ans

Lisken/Erhard
D
enninger,

D
ie

Polizei
im

V
erfassungsgf�ge,

in:
ebenda,

K
ap.

C
R
n.

156

‐162;
W

olfgang
Schreiber,

D
as

B
undeskrim

inalam
tgesetz

vom
.

7.
7.

1997,
N
JW

1997,
S.

2137
ff.;

B
.

M
atthias

Sch�tte,
B
undeskrim

inalam
t,

in:
H
ans-J�rgen

Lange
(H

rsg.),
W�rterbuch

zur
Inneren

Sicherheit,
W

iesbaden
2006,

S.
26.

ff.
vgl.

auch
K�tter,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

4),
S.

114,
Fn.

558.

小
島
裕
史

｢

ド
イ
ツ
治
安
機
関
の
概
要

(

一)｣

警
察
学
論
集
五
五
巻
一
一
号

(

二
○
○
二
年)

九
八
―
一
○
○
頁
も
、
二
○
○
二
年
段
階
の
Ｂ
Ｋ
Ａ
の

状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

(

９)
C
hristian

J.
Tam

s,
D
ie

Zust�ndigkeit
des

B
undes

f�r
die

A
bw

ehr
terroristischer

G
efahren,

D�
V

2007,
S.

372.
(

10)

職
員
規
模
は
、
こ
の
七
○
年
代
に
格
段
に
拡
大
し
、
設
立
時
の
職
員
数
四
八
二
名
か
ら
一
九
八
○
年
段
階
で
は
三
三
三
九
名
に
達
し
た
。

二
○
○
八
年
時
点
で
の
職
員
数
は
四
八
○
九
名
で
あ
る
。vgl.

B
undeskirim

inalam
t,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

8),
S.

5.
(

11)

こ
の
有
名
な
判
決
に
関
す
る
文
献
は
多
い
が
、
ま
ず
は
、
平
松
毅

｢

自
己
情
報
決
定
権
と
国
勢
調
査｣

ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編

『

ド

イ
ツ
の
憲
法
判
例

(

第
二
版)』

(

信
山
社
・
二
○
○
三
年)

六
○
頁
以
下
、
参
照
。
本
稿
と
の
関
連
で
は
、
島
田
茂

｢

ド
イ
ツ
に
お
け
る
予

防
警
察
的
情
報
収
集
活
動
と
侵
害
留
保
論｣

『

各
国
警
察
制
度
の
再
編』
所
収

(

法
政
大
学
出
版
局
・
一
九
九
五
年)

一
二
三
頁
以
下
、
も

参
照
。

(

12)
vgl.

Schreiber,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

8),
S.

2138
f.

島
大
法
学
第
五
二
巻
第
三
・
四
号

三
二



(
13)

一
九
九
八
年
か
ら
稼
働
し
て
い
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、
約
二
二
万
五
千
件
の
個
人
情
報
と
三
万
六
千
件
の
証
拠
デ
ー
タ
が

保
存
さ
れ
て
お
り
、
二
○
○
二
年
に
は
殺
人
六
六
件
、
性
犯
罪
一
三
五
件
の
解
決
に
寄
与
し
た
と
い
う(Sch�tte,

a.
a.

O
.
[A

nm
.

8],
27

f.)

。
○
五
年
か
ら
は
重
大
犯
の
他
に
詐
欺
、
窃
盗
の
再
犯
デ
ー
タ
も
徴
取
対
象
と
な
っ
た
結
果
、
約
七
七
万
件
も
の
デ
ー
タ
が
保
存
さ

れ
て
い
る

(vgl.
D
ER

SPIEG
EL

14/2009,
S.

43)

。

(

14)
｢

テ
ロ
対
策
法｣

に
基
づ
く
Ｂ
Ｋ
Ａ
の
権
限
拡
大
に
つ
い
て
は
、
小
島
裕
史

｢

ド
イ
ツ
の
治
安
関
係
法
令

(

一)｣

警
察
学
論
集
五
六
巻

五
号

(

二
○
○
三
年)

一
六
八
頁
―
一
七
四
頁
、
岡
田
俊
幸

｢

ド
イ
ツ
に
お
け
る
テ
ロ
対
策
法
制｣

大
沢
秀
介
・
小
山
剛
編

『

市
民
生
活
の

自
由
と
安
全』

(
成
文
堂
・
二
○
○
六
年)

所
収
一
一
一
頁
以
下
、
等
参
照
。

(

15)
｢

反
テ
ロ
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣

の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、vgl.

Fredrik
R
oggan,

D
ie�neue

Sicherheitsarchitektur�
der

B
undesrepublik

D
eutschland,

N
JW

2007,
S
.

876
ff.

さ
ら
に
詳
し
く
は
、vgl.

Julia
Stubenrauch,

G
em

einsam
e

V
erbunddateien

von
Polizei

und
N
achrichtendiensten,

B
aden-B

aden
2009.

(

16)
H
ans

Lisken,
Zur

polizeilichen
R
asterfahndung,

N
V
w
Z

2002,
S.

514.
(

17)
vgl.

Tam
s,

a.
a.

O
.(A

nm
.

9),
S.

367
f.;

M
arkus

H
eintzen,

D
ie

ausschli�liche
B
undesgesetzgebung,

in:
C
hristian

Stark
(H

rsg.),
F�deralism

usreform
,

M�nchen
2007,

R
n.

103.
(

18)

Ｍ
・
ハ
イ
ン
ツ
ェ
ン
も
、｢

国
際｣

と
い
う
限
定
が
治
安
捜
査
上
ほ
と
ん
ど
意
味
を
持
た
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る

(H
eintzen,

a.
a.

O
.

[A
nm

.
9],

R
n.

97)

。｢

国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム｣
の
定
義
規
定
の
不
在
は
○
八
年
の
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
論
議
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本

稿
第
四
章
で
触
れ
る
。

(

19)
Tam

s,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

9),
S.

372.

し
た
が
っ
て
、
こ
の
基
本
法
改
定
の
意
義
を
連
邦
軍
と
の
関
係
で
読
み
取
る

(

山
内
敏
弘

｢

ド
イ
ツ
に
お
け
る
テ
ロ
対
策
立
法
の
動
向
と
問
題
点｣

龍
谷
法
学
四
○
巻
四
号

[

二
○
○
八
年]

三
五
七
―
三
五
八
頁
、
森
英
樹

｢『

戦
う

安
全
国
家』

と
個
人
の
尊
厳｣

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
五
六
号

[
二
○
○
八
年]

六
二
頁)

の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
警
察
領
域
に
お
け
る
連
邦

(

具
体
的
に
は
憲
法
機
関
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
Ｂ
Ｋ
Ａ)

の
進
出
と
い
う
側
面
へ
の
注
意
も
必
要
で
あ
る
。

(

20)

こ
う
し
た
動
向
は
島
田
茂
が
丹
念
に
追
い
か
け
て
い
る
。
さ
し
あ
た
り
、
島
田
・
前
掲
註(

６)

参
照
。vgl.

auch
K�tter,

a.
a.

O
.

(A
nm

.
4),

K
ap.

3.
(

21)

こ
の
あ
た
り
の
事
情
は
、
岡
田
・
前
掲
註

(

14)

九
五
頁
以
下
、
等
参
照
。

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

三
三



(
22)

dazu
vgl.

M
artin

K
utscha,

Innere
Sicherheit

und
V
erfassung,

in:
Fredrik

R
oggan/M

artin
K
utscha

(H
rsg.),

H
andbuch

zum
R
echt

der
Inneren

Sicherheit,
2.A

ufl.,
B
erlin

2006,
S.

79�80.

島
田
・
前
掲
註

(

６)

八
四
―
九
五
頁
も
参
照
。
よ
り
詳

し
い
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
し
て
、M

arco
K�nig,

Trennung
und

Zusam
m
enarbeit

von
Polizei

und
N
achrichtendiensten,

Stuttgart
u.

a.
2005;

Stubenrauch,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

15).
(

23)
vgl.

Stubenrauch,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

15),
K
ap.

1�2;
vgl.

V
eith

M
elde,

Terrorism
usbek�m

pfung
durch

O
rganisationsr

echt,
JZ

2005,
S.

815
ff,

insb.
819

f.
(

24)
vgl.

M
ichael

Scheuring,
1951

bis
2005�vom

B
undesgrenzschutz

zur
B
undespolizei,

N
V
w
Z

2005,
S.

903
f.

こ
の
こ

と
は
同
時
に
、
連
邦
機
関
内
に
お
け
る
Ｂ
Ｋ
Ａ
と
Ｂ
Ｐ
と
の
管
轄
権
上
の
衝
突
の
契
機
も
含
ん
で
も
い
る
。
近
時
の
Ｂ
Ｐ
の
海
外
出
動
論
議

に
つ
い
て
、vgl.

D
ieter

W
iefelsp�tz,

D
er

Einsatz
der

B
undespolizei

im
A
usland,

J�
SR

2006/2007,
S.

255
ff.

(

25)
Tam

s,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

9),
S.

372.
(

26)
vgl.

R
oggan,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

15),
S.

876�881;
Stubenrauch,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

15),
K
ap.

1.

共
同
デ
ー
タ
管
理
法

と

｢

テ
ロ
対
策
法｣

改
定
の
審
議
過
程
で
も
分
離
原
則
と
の
関
係
が
問
題
に
な
っ
た
。
○
六
年
一
一
月
六
日
の
連
邦
議
会
内
務
委
員
会
公
聴

会
の
議
論
と
公
述
人

(

Ｐ
・
バ
ド
ー
ラ
、
Ｈ
・
ガ
イ
ガ
ー
、
Ｍ
・
メ
ス
ト
ル
、
Ｒ
・
ポ
シ
ャ
ー
ら)

意
見
書

(http://w
w
w
.bundestag.de/ausschuesse/a04/anhoerungen/A

nhoerung03/index.htm
l)

を
参
照
。

(

27)
vgl.

Fredrik
R
oggan,

N
eue

A
ufgaben

und
B
efugnissen

im
G
eheim

dienstrecht,
in:

K
utscha,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

22),
S.

412
ff.

insb.
427

ff.;
C
hristoph

G
usy,

M
ehr

als
Polizei

erlaubt
ist?,

in:
H
uster/R

udolph,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

1),
S.

120
ff.

こ
う
し
た
文
脈
の
中
で
提
起
さ
れ
た
Ｂ
Ｎ
Ｄ
の
戦
略
的
監
視
に
対
す
る
連
邦
憲
法
裁
の
判
断(B

V
erfG

E
100,

313)

に
つ
い
て
は
、

小
山
剛

｢

戦
略
的
監
視
の
限
界｣

ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
研
究
会
編

『

ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅲ』

(

信
山
社
・
二
○
○
八
年)

二
四
七
頁
以
下
、

等
参
照
。

(

28)

島
田
・
前
掲
註

(

６)

八
四
―
九
○
頁
参
照
。

(

29)
K
arsten

B
aum

ann,
V
ernetzte

Terrorism
usbek�m

pfung
oder

Trennungsgebot?,
D
V
B
l
2005,

S.
798

ff.

こ
の
よ
う
な
見
解

に
反
対
し
て
、
近
時
の
Ｃ
・
グ
ズ
ィ
は
、
多
様
で
膨
大
な
公
権
力
の
任
務
を
鑑
み
れ
ば
、
情
報
収
集
と
危
険
防
除
の
機
能
分
離
に
よ
る
専
門

性
の
強
化
こ
そ
が
実
効
的
な
国
際
テ
ロ
対
策
に
資
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
分
割
原
則
の
堅
持
を
説
い
て
い
る

(C
hristoph

G
usy,

Trennun

島
大
法
学
第
五
二
巻
第
三
・
四
号

三
四



gsgebot,
JB�

S
2008/2009,

S.
177

ff.
insb.

185�189.

た
だ
し
個
別
案
件
に
応
じ
た
連
絡
会
議
型
の
情
報
共
有
と
協
力
は
同
原

則
に
反
し
な
い
と
す
る[ebenda,

S.
187

f.])

。

(

30)
こ
の
点
を
指
摘
し
た
文
献
も
多
い
が
、
さ
し
あ
た
り
、K

utscha,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

22),
S.

82�84.

島
田
・
前
掲
註

(

６)

八

四�
九
六
頁
、
参
照

(

31)
K�tter,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

４)

が
、
政
治
学
や
社
会
学
の
知
見
も
取
り
込
み
な
が
ら
戦
後
ド
イ
ツ
の
国
内
治
安
法
制
の
運
用
と
理
論

の
展
開
を
見
事
に
跡
付
け
て
い
る
。

(

32)
U
do

D
i
Fabio,

Sicherheit
in

Freiheit,
N
JW

2008,
S.

424.
(

33)

航
空
安
全
法
判
決
に
つ
い
て
は
、
森
英
樹
、
山
内
敏
弘
等
の
詳
し
い
検
討
が
あ
り

(

山
内
・
前
掲
註

｢

19]

と
く
に
一
一
六
四
―
一
一
七

五
頁
、
森
・
前
掲
註

[
19]

五
七
頁
以
下)

そ
れ
ら
で
は
、
ド
イ
ツ
の
膨
大
な
文
献
群
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
森
の
指
摘
す
る
、｢

例
外
的

な
超
レ
ア
ケ
ー
ス
を
根
拠
に
法
的
武
装
を
高
め
る
手
法
が

『

民
主
政』

の
ゆ
え
に
産
出
さ
れ
る
の
は
、
万
万
万
が
一
で
あ
れ
生
起
す
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
リ
ア
リ
テ
ィ
に
衝
迫
さ
れ
た
市
民
感
覚
が
下
支
え
し
て
い
る｣

と
い
う
構
造

(

同
六
五
頁)

は
、｢

九
・
一
一
後｣

の
法

状
況
を
把
握
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

(

34)

ホ
フ
マ
ン
―
リ
ー
ム
は
、
航
空
安
全
法
の
撃
墜
条
項
を
象
徴
的
政
治
の
産
物
と
見
る

(H
offm

ann-R
iem

,
a.

a.
O
.[A

nm
.

2])

。
安

心
感

(Sicherheitsgef�hl)
と
象
徴
的
立
法
と
の
連
関
を
論
じ
たA

ngelila
Siehr,�O

bjektivit�t�
in

der
G
esetzgebung?,

A
R
SP

200
5,

S.
535

ff.

に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
註

(
４)

四
六
二
―
四
六
三
頁
で
紹
介
し
て
い
る
。

(

35)

代
表
的
な
概
説
書

『

警
察
法
要
綱』

(Lisken/D
enninger,

a.
a.

O
.[A

nm
.

8],
H
andbuch

des
Polizeirechts)

の
共
編
者
で
○
四

年
二
月
に
他
界
し
た
Ｈ
・
リ
ス
ケ
ン
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
末
期
の
大
統
領
緊
急
命
令
や
六
八
年
の
非
常
事
態
法
制
の
歴
史
を
想
起
さ
せ
な
が
ら
、

｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー
捜
査｣

の｢

非
常
時｣

志
向
的
性
格
を
批
判
的
に
描
写
し
て
い
る(Lisken,

a.
a.

O
.
[A

nm
.

16],
S.

513
ff.

insb.
516)

。
Ｗ
・
ブ
ル
ッ
ガ
ー
の

｢

自
由
と
安
全｣

に
関
す
る
法
哲
学
的
・
国
家
学
的
考
察
が
、
拷
問
や
大
衆
煽
動
罪

(

刑
法
一
三
○
ａ

条)

の
問
題
と
並
ん
で
、｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー
捜
査｣

を
具
体
的
素
材
の
一
つ
に
選
ん
だ
の
も

(W
infried

B
rugger,

Freiheit
und

Sic
herheit,

B
aden-B

aden
2004,

S.
86�101)

、
全
市
民
監
視
的
性
格
と
ス
テ
ィ
グ
マ
効
果
を
併
せ
持
つ
こ
の
措
置
の
時
代
表
象
性
に
着

目
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
重
要
な
意
義
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
拙
稿
・
前
掲
註

(

３)

で
は
、
紙
幅
の
限
界
と
い
う

よ
り
は
筆
者
の
準
備
不
足
の
た
め
に
こ
の
問
題
を
ス
ル
ー
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
限
り
で
稿
題

(｢

ド
イ
ツ
に
よ
る

『

安
全
と
自
由』｣)

に

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

三
五



悖
る
内
容
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
稿
が
そ
の
補
遺
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

(
36)

vgl.
B
V
erfG

E
115,

320
(321�324).

予
防
的
ラ
ス
タ
ー
捜
査
の
法
状
況
と
法
的
問
題
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、Thom

as
Pe

tri,
Inform

ationsverarbeitung
im

Polizei-
und

Strafverfahrensrecht,
in:

Lisken/D
enninger,

a.
a.

O
.

(A
nm

.
8),

K
ap.

H
R
n.

500�536.;
W

olf-R�diger
Schenke,

Polizei-
und

O
rdnungsrecht,

5.
A
ufl.,

H
eidelberg

2007,
R
n.

213�213c;
B
odo

Pieroth/B
ernhard

Schlink/M
ichael

K
niesel,

Polizei-
und

O
rdnungsrecht,

5.
A
ufl.,

M�nchen
2008,

§
15

R
n.

55
f.

等
の

警
察
法
の
概
説
書
を
参
照
。｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー
捜
査｣

を
直
接
テ
ー
マ
に
し
た
文
献
と
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
決
定
直
前
に
提
出
さ
れ
た

D
issertation

、D
iana

Zschoch,
D
ie

pr�ventiv-polizeiliche
R
asterfahndung,

Frankfurt
a.

M
.

2007

の
他
、Lisken,

a.
a.

O
.

(A
nm

.
16),

S.
513

ff.;
C
hristoph

G
usy,

R
asterfahndung

nach
Polizeirecht?,

K
ritV

2002,
S.

474
ff.;

W
infried

B
ausback,

R
asterfahndung

als
M

ittel
der

vorbeugenden
V
erbrechensbek�m

pfung
,

B
ayV

B
l

2002
,

S
.

713
ff.;

W
ilheim

A
chelp�

hler/H
olger

N
iehaus,

R
asterfahndung

als
M

ittel
zur

V
erhinderung

von
A
nschl�gen

islam
istischer

Terroristen
in

D
eutschland,

D�
V

2003,
S.

49
ff.;

H
ans-D

etlef
H
orn,

V
orbeugende

R
asterfahndung

und
inform

ationnelle
Selbstbestim

m
ung,

D�
V

2003,
S.

746
ff.;

M
ichael

K
niesl,

R
echtsprechung,

N
J

2003,
S.

36
ff.

等
が
あ
る
。
さ
ら
に
、Thom

as
G
ro�,

Terrorbek
�m

pfung
und

G
rundrechte,

K
J

2002,
S.

2�6;
B
rugger,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

35),
S.

86�101.;
O
liver

Lepsius,
Freiheit,

Sicherheit
und

Terror,
Leviathan

2004,
S.

80
f.;

K�tter,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

4),
S.

304�307;
Stefan

M
iddel,

Innere
Sicherheit

und
pr�ventive

Terrorism
usbek�m

pfung,
B
aden-B

aden
2007,

S.
178

ff.
(

た
だ
し
本
稿
脱
稿
後
の
参
照
の
た
め
、

本
稿
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い)

;
ders.,

Pr�ventive
Terrorism

usbek�m
pfung

nach
den

A
nschl�gen

vom
11.

Septem
ber

2001,
JB�

S
2008/2009,

S.
153�157;

D
irk

Pehl,
D
ie

Im
plem

entation
der

R
asterfahndung,

B
erlin

2008

等
の
他
、
後
掲

(A
nm

.
50)

の
諸
文
献
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

(

37)

膨
大
な
デ
ー
タ
の
中
か
ら
捜
査
上
の
特
徴
を
持
つ
人
物
を
ピ
ッ
ク
ア
プ
す
る
手
法

(postive
R
esterfahndung)

と
、
関
係
な
い
人
物
を

篩
い
分
け
る
手
法

(negative
R
asterfahndung)

と
の
区
分
が
あ
る
が
、
こ
の
相
違
は
法
的
検
討
の
上
で
は
重
視
さ
れ
て
い
な
い

(vgl.
Petri,

a.
a.

O
.[A

nm
.

36],
R
n.

501.

例
外
的
に
、K

niesel,
a.

a.
O
.[A

nm
.

36],
S.

38)

。
刑
事
訴
追
目
的
の
ラ
ス
タ
ー
捜
査

に
つ
い
て
も
、
か
つ
て
は
解
釈
上
・
法
政
策
上
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
見
解
が
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
も
っ
ぱ
ら
予
防
的
・
警
察
的
ラ
ス
タ
ー

捜
査
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
Ｂ
Ｎ
Ｄ
も
、
九
四
年
の
基
本
法
一
○
条
具
体
化
法

(

Ｇ
10
法)

改
定
で
権
限
付
与
さ
れ
、
九
九
年
の

島
大
法
学
第
五
二
巻
第
三
・
四
号

三
六



連
邦
憲
法
裁
へ
の
異
議
で
問
題
に
な
り
つ
つ
も
、
○
一
年
の
同
法
の
大
幅
改
定
に
よ
り
存
続
し
た
戦
略
的
ラ
ス
タ
ー
捜
査
の
権
限
を
有
し
て

い
る

(vgl.
R
oggan,

a.
a.

O
.[A

nm
.

27],
S.

427
ff.)

。

(

38)
vgl.

Zschoch,
a.

a.
O
.(A

nm
.

36),
S.

1;
B
V
erfG

E
115,

320[325
f.].

(

39)
Ｎ
Ｒ
Ｗ
と
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
状
況
は
、B

V
erfG

E
115,

320
(352,

356)

の
認
定
事
実
に
拠
っ
た
。

(

40)

例
え
ば
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
で
は
ラ
ス
タ
ー
用
ソ
フ
ト
導
入
と
デ
ー
タ
照
合
に
○
一
年
だ
け
で
一
二
万
五
千
マ
ル

ク(

当
時)
強
を
費
や
し
た
。
人
的
コ
ス
ト
の
点
で
い
え
ば
、
バ
イ
エ
ル
ン
で
最
大
二
六
名
、
ヘ
ッ
セ
ン
で
最
大
三
○
名
の
警
察
職
員
が
デ
ー

タ
徴
取
・
照
合
に
従
事
し
た
と
い
う

(vgl.
Pehl,

a.
a.

O
.[A

nm
.

36],
S.

257.

こ
の
Ｄ
・
ペ
ー
ル
の
丹
念
な
実
証
に
裏
付
け
ら
れ

た
刑
事
政
策
的
研
究
は

｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー
捜
査｣

を
失
敗
と
結
論
づ
け
て
い
る[ebenda,

S.
227�237,

288�294]

。
こ
う
し
た

否
定
的
見
方
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
長
官
Ｊ
・
ツ
ィ
エ
ル
ッ
ケ
は
、
失
敗
か
成
功
か
は
見
方
の
問
題
と
一
蹴
し
て
い
る[B

T�

D
rucksache

16/9588,
S.

36])

。
(

41)
C
hristoph

S.
Schew

e,
D
as

Ende
der

pr�ventiven
R
asterfahndung

zur
Terrorism

usbek�m
pfung?,

N
V
w
Z

2007,
S.

175
f.

｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー
捜
査｣

展
開
中
の
○
二
年
四
月
ま
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
長
官
の
地
位
に
あ
っ
た
Ｊ
・
リ
ン
バ
ッ
ハ
も
、
退
官
直
後
招

か
れ
た
ド
イ
ツ
弁
護
士
会
総
会
の
講
演
に
お
い
て
、
目
下
の
状
況
を
象
徴
的
政
治
と
呼
び

｢

警
察
国
家
へ
の
悪
し
き
移
行｣

の
兆
候
へ
の

危
惧
を
語
っ
て
い
る

(Jutta
Lim

bach,
Ist

die
kollektive

Sicherheit
Feind

der
individuellen

Freiheit?,
A
nw

B
l
2002,

S.
454

ff.
insb.

456
f.)

。

(

42)
C
hristoph

G
usy,

Polizei-
und

O
rdnungsrecht,

7.
A
ufl.,

T�bingen
2009,

R
n.

130.
vgl

auch
z.

B
.

Erhard
D
enninger,

Polizeiaufgaben,
in:

Lisken/D
enninger,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

8),
K
ap.

E
R
n.

52

‐56;
V
olker

G�tz,
A
llgem

eines
Polizei-und

O
rdnungsrecht,

14.
A
ufl.,

M�nchen
2008,

§
6

R
n.

24
f.;

Schenke,
a.

a.
O
.(A

nm
.

36),
R
n.

78.
(

43)
G
usy,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

42),
R
n.

130;
D
enninger,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

42),
R
n.

53.
(

44)
vgl.

Pieroth/Schlink/K
niesel,

a.
a.

O
.(A

nm
.

36),
§

4
R
n.

22.

こ
の
点
は
米
田
・
前
掲
註

(

６)
(

三)

一
三
三
頁
―
三
三

頁
も
扱
う
。
桑
原
勇
進

｢

危
険
概
念
の
考
察｣

金
子
宏
先
生
古
稀
記
念

『
公
法
学
の
法
と
政
策

(

下
巻)』

(

有
斐
閣
・
二
○
○
○
年)

六
六

六�
六
六
八
頁
も
参
照
。

(

45)
｢

テ
ロ｣

の
危
険
の
存
在
を
認
め
捜
査
を
適
法
と
判
断
し
た
判
例
と
し
て
、z.

B
.

LG
D�sseldorf,

D
uD

2001,
S.

755;
O
LG

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

三
七



D�sseldorf,
N
V
w
Z

2002,
S.

629;
K
G

B
erlin

N
V
w
Z

2002,
1537

(

こ
の
決
定
の
評
釈
と
し
て
、K

niesel,
a.

a.
O
.[A

nm
.

36],
S.

36
ff.)

;
O
V
G

K
oblenz,

N
V
w
Z

2002,
S.

1528;
V
G

M
ainz,

D
uD

2002,
S.

303.

こ
れ
に
対
し
、
危
険
を
否
定
し

た
判
例
と
し
て
、z.

B
.

O
LG

Frankfut,
N
V
w
Z

2002,
S.

626,
S.

627;
LG

W
iesbaden,

D
uD

2002,
S.

240;
LG

B
erlin,

D
uD

2002,
S.

175.

判
例
動
向
の
整
理
は
、vgl.

Zischoch,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

36),
S.

2�4;
A
chelp�hler/N

iehaus,
a.

a.
O
.

(A
nm

.
36),

S.
54

f.;
B
ausback

a.
a.

O
.
(A

nm
.

36),
S.

717�723.
(

46)
vgl.

z.
B
.

H
orn,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

36),
S.

751
f.;

Schenke,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

36),
R
n.

77:
Pieroth/Schlink/K

niesel,
a.

a.
O
.(A

nm
.

36),
§

4
R
n.

7.

た
だ
し
、
本
稿
第
二
章
４

(

２)

の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
も
参
照
さ
れ
た
い
。

(

47)
H
elm

uth
Schulze-Fielitz,

N
ach

dem
11.

Septem
ber,

in:
Festschrift

f�r
W

alter
Schm

itt
G
laeser

zum
70.

G
eburtstag,

B
erlin

2003,
S.

422.
(

48)

米
田
・
前
掲
註

(

６)
九
四
頁
、
一
○
一
頁
注

(

97)

は
、
反
比
例
公
式
が
危
険
の
蓋
然
性
の
客
観
的
判
断
を
妨
げ
、
行
政
実
務
を
追
認

す
る
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
を
紹
介
し
、｢

法
適
用
者
の
直
感
に
訴
え
か
け
、
全
く
一
般
受
け
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
、
最
大
の
魅
力
と

危
険
性
が
あ
る｣

と
評
し
て
い
る
。

(

49)

初
期
の
も
の
と
し
て
は
、B

V
erw

G
E

45,
51[61].

最
近
で
は
、z.

B
.

B
V
erw

G
E

116,
347[359].

(

50)
｢

持
続
性
の
危
険｣

概
念
に
つ
い
て
は
、vgl.

D
enninger,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

42),
R
n.

53�56.
と
く
に

｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー

捜
査｣

の
文
脈
で
は
、B
ausback,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

36),
S.

721;
Schulze-Fielitz,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

47),
S.

420�424;
Friedrich

Schoch,
A
bschied

vom
Polizeirecht

des
liberalen

R
echtsstaats?,

D
er

Staat
2004,

S.
356

f.;
D
ieter

K
ugelm

ann,D
er

polizeiliche
G
efahrenbegriff

in
G
efahr?,

D�
V

2003,
S
.

786
f.;

H
ans-H

einrich
Trute,

G
efahr

und
Pr�vention

in
der

R
echtsprechug

zum
Polizei-

und
O
rdnungsrecht,

D
ie

V
erw

altung
2003,

S.
508�514.

(

51)

し
か
し
、
明
ら
か
に
刑
事
訴
追
と
危
険
防
除
を
混
淆
す
る
こ
の
論
理
に
は
厳
し
い
批
判
が
あ
る

(vgl.
A
chelp�hler/N

iehaus,
a.

a.
O
.[A

nm
.

36],
S.

55)

。

(

52)

前
掲
註

(

50)

の
諸
文
献
参
照
。
こ
れ
ら
の
表
題
の
中
に
踊
る

｢

危
機

(G
efahr)

の
中
の
危
険
概
念

(G
efahrenbegriff)｣

、｢

自
由
主

義
的
法
治
国
家
の
警
察
法
か
ら
の
決
別｣

と
い
っ
た
字
句
に
時
代
の
雰
囲
気
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

(

53)
Schulze-Fielitz,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

47),
S.

421.

島
大
法
学
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四
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(
54)

こ
の
モ
デ
ル
区
分
は
、U

w
e

V
olkm

ann,
D
ie

V
erabschiedung

der
R
asterfahndung,

JU
R
A

2007,
S.

133.

に
よ
る
。
Ｎ
Ｒ
Ｗ

や
ヘ
ッ
セ
ン
で
も

｢

現
在
の
危
険｣

の
要
件
が
削
ら
れ
た
。
当
時
の
各
州
の
規
律
状
況
は
、z.

B
.

G
usy,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

36),
S.

475�478;
B
ausback,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

36),
S.

715�717;
A
chelp�hler/

N
iehaus,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

36),
S.

50
f.

(

55)
K
ugelm

ann,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

50),
S.

787.
auch

Schulze-Fielitz,
a.

a.
O
.
(47)

S.
422

f.

ク
ー
ゲ
ル
マ
ン
の
場
合
、

そ
れ
ゆ
え
に
危
険
概
念
の
堅
持
に
よ
る
実
体
法
的
制
御
よ
り
も
、
規
範
特
定
性
・
規
範
明
確
性
や
自
己
情
報
抹
消
権
の
保
障
な
ど
に
関
心
が

向
か
っ
て
い
る

(ebenda,
S.

787�789)
。

(

56)

と
り
わ
け
、
Ｗ
・
シ
ョ
イ
ブ
レ
と
い
う
政
治
家
の
行
動
原
理
を

｢

保
守
革
命｣

の
文
脈
に
位
置
づ
け
る
興
味
深
い
論
考
と
し
て
、M

arcus
H
aw

el,
D�m

m
erung

des
dem

okratischen
R
echtsstaates?,

K
J

2009,
S.

64
ff.,

insb.
70�72.

(

57)
W

olfgang
H
offm

ann-R
iem

,
Freiheit

und
Sicherheit

im
A
ngesicht

terroristischer
A
nschl�ge,

ZR
P

2002,
S.

497
ff.,

ins
b.

449�451.
悲
観
的
で
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
表
現
も
見
ら
れ
る
論
説
で
あ
る
が
、
ホ
フ
マ
ン�
リ
ー
ム
が
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
に
蔓
延
す

る
迫
害
者
た
る
米
国
や
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
怨
嗟
に
言
及
し
な
が
ら
、｢

自
由
と
安
全
と
平
等｣

(

傍
点
は
筆
者)

の
バ
ラ
ン
ス
の
追
求
の
必
要

性
を

(

し
か
も
国
際
的
な
視
点
と
し
て
の
そ
れ
を)

説
い
て
い
る
点
は
見
落
と
せ
な
い
。

(

58)
H
offm

ann-R
iem

,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

2).

も
と
よ
り
一
裁
判
官
の
学
者
の
立
場
か
ら
の
見
解
が
第
一
法
廷
全
体
を
支
配
し
た
わ
け
で

は
な
い
が
、
連
邦
憲
法
裁
の
判
例
法
理
と
ホ
フ
マ
ン�
リ
ー
ム
の
学
説
と
関
係
は
、
例
え
ば
Ｇ
・
ラ
イ
プ
ホ
ル
ツ
、
Ｋ
・
ヘ
ッ
セ
、
Ｅ�
Ｗ
・

ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
ら
歴
代
の
大
学
教
授
出
身
裁
判
官
の
そ
れ
と
同
様
、
別
個
検
討
さ
れ
て
よ
い
。

(

59)

と
は
い
え
、
九
○
年
代
中
葉
の
表
現
の
自
由
や
国
家
の
信
教
的
中
立
性
の
領
域
で
下
さ
れ
た
第
一
法
廷
の
判
決
に
対
す
る
当
時
の
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ナ
ル
な
批
判

(

例
え
ば
、
畑
尻
剛

｢

批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
ド
イ
ツ
の
憲
法
裁
判
所

(

上)
(

下)｣

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
○
六
号
七
四
頁
以

下
、
一
一
○
七
号
七
九
頁
以
下

[

一
九
九
七
年]

等
、
参
照)
に
比
べ
る
と
、
そ
の
反
応
は
穏
や
か
と
い
え
る
。

(

60)
W

olfgang
Sch�uble,

A
ktuelle

Sicherheitspolitik
im

Lichte
des

V
erfassungsrechts,

ZR
P

2007,
S.

210�212.
シ
ョ
イ
ブ

レ
の
挙
げ
る
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
二
○
○
三
年
頃
三
○
件
代
で
あ
っ
た
傍
受
措
置
は
連
邦
憲
法
裁
大
盗
聴
判
決
後
の
立
法
措
置
猶
予
期
間
及

び
刑
訴
法
該
当
規
定

(

一
○
○
ｃ
条
乃
至
一
○
○
ｆ
条)

改
定
後
と
な
る
○
五
年
に
は
七
件
に
減
少
し
た

(ebenda,
S.

212)

。

(

61)
Josef

Isensee,
Leben

gegen
Leben,

in:
Festschrift

f�r
G�nter

Jakobs
zum

70.
G
eburtstag,

K�ln
u.

a.
2007,

S.
233.

(

62)
Josef

Isensee,
M

enschenw�rde,
A�R

2006,
S.

192.

イ
ー
ゼ
ン
セ
ー
門
下
の
Ｏ
・
デ
ペ
ン
ホ
イ
ア
ー
の
近
著
は
、
航
空
安
全
法

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

三
九



判
決
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
国
家
学
的
分
析
概
念
に
と
っ
て
の

｢

市
民
の
犠
牲｣

(B�rgeropfer)

の
意
義
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は

連
邦
憲
法
裁
の

｢

人
間
の
尊
厳｣

観
は
、｢

市
民
の
犠
牲｣

を
正
当
化
す
る
彼
の
国
家
観
の
い
わ
ば
敵
役
が
割
当
て
ら
れ
て
い
る

(O
tto

D
epenheuer,

Selbstbehauptung
des

R
echtsstaates,

Paderborn
u.

a.
2007,

insb.
S.

75�104)

。

(

63)
C
hristian

H
illgruber,

D
er

Staat
des

G
rundgesetes,

JZ
2007,

S.
209

ff.
auch

C
hristof

G
ram

m
,

D
er

w
ehrlose

V
erfassu

ngsstaat?,
D
V
B
l
2006,

S.
653

ff.

現
在
の

｢

対
テ
ロ
戦
争｣

へ
の
向
き
合
い
方
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
必
然
的
に

｢

戦
闘
的
民
主

制｣
(streitbare

D
em

okratie)

な
い
し
は

｢

た
た
か
う
民
主
制｣

(w
ehrhafte

D
em

okratie)

へ
の
態
度
と
関
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う

な
視
点
を
提
供
す
る
論
考
と
し
て
、
渡
辺
洋

｢『

た
た
か
う
民
主
制』

の
意
味
・
機
能
変
遷｣

神
戸
学
院
法
学
三
二
巻
四
号

(

二
○
○
三
年)

一
一
七
七
頁
以
下
、
同

｢

公
安
と
公
序｣

神
戸
学
院
法
学
三
五
巻
三
号

(

二
○
○
五
年)

七
○
九
頁
以
下
、
森
・
前
掲
註

(

19)

、
参
照
。

な
お
、
本
稿
筆
者
は
、
ヒ
ル
グ
ル
ー
バ
ー
ら
の
言
説
の
中
に
ヴ
ァ
イ
マ
ル
末
期
の

｢

教
条
主
義
的
護
憲
論｣

批
判

(

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

拙
稿｢

ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
崩
壊
期
の
憲
法
救
済
的
改
憲
論｣

憲
法
理
論
研
究
会
編『�
危
機
の
時
代�
と
憲
法』

[

啓
文
堂
・
二
○
○
五
年])

一
四
七
頁
以
下
、
参
照)

と
共
通
の
通
奏
低
音
を
聴
き
取
る
。

(

64)
H
offm

ann-R
iem

,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

2),
ders.,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

57).

ヒ
ル
グ
ル
ー
バ
ー
の
連
邦
憲
法
裁
批
判
に
は
ホ
フ
マ
ン

�
リ
ー
ム
も
遺
恨
を
覚
え
た
ら
し
く
、
○
七
年
国
法
学
者
大
会
で
両
者
は
衝
突
す
る
。｢

規
範
的
要
請
と
政
治
的
現
実
と
の
間
の
憲
法
規
定｣

と
い
う
題
で
報
告
に
立
っ
た
ヒ
ル
グ
ル
ー
バ
ー
が
、
航
空
安
全
法
判
決
に
加
わ
っ
た
Ｄ
・
ヘ
ー
ミ
ッ
ク
裁
判
官
の
退
官
後
の
発
言
を
報
じ
る

FA
Z

紙
の
記
事
を
引
用
し
て
、
憲
法
裁
判
所
裁
判
官
の
政
治
的
現
実
へ
の

｢

無
責
任｣

ぶ
り
を

｢

信
じ
ら
れ
な
い
憲
法
上
の
偽
善
行
動｣

と

罵
っ
た(C

hristian
H
illgruber,

V
erfassungsrecht

zw
ischen

norm
ativem

A
nspruch

und
politischer

W
irklichkeit,

V
V
D
StR

L
67,

2008,
S.

37�43)
こ
と
に
対
し
て
の
、
ホ
フ
マ
ン�
リ
ー
ム
の
強
い
抗
議
が
印
象
的
で
あ
る

(ebenda,
A
ussprache,

S.
112

f.

こ

れ
に
対
す
る
ヒ
ル
グ
ル
ー
バ
ー
の
応
答
と
し
て
、ebenda,

S.
127

f.)

。

(

65)
｢

安
全
の
中
の
自
由｣

を
掲
げ
て
安
全
構
築
の
た
め
の
国
家
的
介
入
の
強
化
を
説
く
論
考
と
し
て
、z.

B
.

Peter
J.

Tettinger,
Freiheit

in
Sicherheit,

in:
Festschrift

f�r
Jochen

F.
K
irchhoff

zum
75.

G
eburtstag,

K�ln
2003,

S.
281

ff.
(

66)
U
do

D
i
Fabio,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

32),
S.

421
ff.

(

67)
R
ainer

Erd,
B
undesverfassungsgericht

veraus
Politik,

K
J

2008,
S.

132
f.

(

68)
Schew

e,
a.

a.
O
.(A

nm
.

41),
S.

177.

こ
の
評
者
も
使
う
客
観
的
安
全
と
主
観
的
安
心
感
と
い
う
対
抗
軸
の
中
で
、
連
邦
憲
法
裁

島
大
法
学
第
五
二
巻
第
三
・
四
号

四
〇



は
な
お
前
者
に
軸
足
を
置
い
て
国
内
治
安
法
制
関
連
事
案
を
判
断
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
通
常
裁
判
所
や
行
政
裁
判

所
の
中
に
主
観
的
安
心
感
の
保
護
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
る
傾
向

(

例
え
ば
、
ラ
ス
タ
ー
捜
査
に
つ
い
て
本
稿
次
章
、
カ
メ
ラ
監
視
に
つ
い
て

拙
稿
・
前
掲
註

[

３]

四
六
三�
四
六
七
頁
、
参
照)

が
垣
間
見
え
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

(

69)
た
だ
し
、
両
者
と
も
第
二
法
廷

(

後
者
は
デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
裁
判
官
所
属
の
第
二
法
廷
第
一
部)

の
判
決
で
あ
る

(

前
者
の
判
決
の
評
釈

と
し
て
、
川
又
伸
彦

｢

自
動
車
の
位
置
監
視
シ
ス
テ
ム
の
合
憲
性｣

ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
・
前
掲
書
註[

27]

三
七
五
頁
以
下)

。
ま

た
、
第
一
法
廷
に
も
そ
の
多
数
派
と
は
一
線
を
画
す
る
ハ
ー
ス
裁
判
官
の
よ
う
な
存
在
も
い
る
。

(

70)

そ
の
い
く
つ
か
は
邦
語
文
献
で
も
紹
介
・
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
大
盗
聴
判
決
に
つ
い
て
は
小
山
剛

｢

自
由
・
テ
ロ
・
安
全｣

大
沢
・

小
山
前
掲
書
註

(
14)
三
○
五
頁
以
下
、
平
松
毅

｢

住
居
に
対
す
る
高
性
能
盗
聴
器
に
よ
る
盗
聴｣

ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
・
前
掲
書

註(

27)

三
二
○
頁
以
下
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
通
信
監
視
判
決
に
つ
い
て
は
西
原
博
史｢

予
防
的
通
信
監
視
と
通
信
の
秘
密
・
比
例
原
則｣

右
同
書
二
四
七
頁
以
下
等
、
航
空
安
全
法
判
決
に
つ
い
て
は
前
掲
註(

19)

の
山
内
論
文
及
び
森
論
文
等
、
カ
メ
ラ
監
視
決
定
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
・
前
掲
註

(

３)

四
六
八
―
四
六
九
頁
、
等
。
ま
た
、
前
掲
註

(

６)

の
小
山
論
文
及
び
白
藤
論
文
が
、
本
文
に
並
べ
た
判
決
の
い
く

つ
か
を
系
統
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

(

71)
H
ans-H

einrich
Trute,

G
renzen

des
pr�ventionsorientierten

Polizeirechts
in

der
R
echtsprechung

des
B
undesverfassungsgeri

chtes,
D
ie

V
erw

altung
2009,

S.
85

ff.
が
稿
題
ど
お
り
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
情
報
自
己
決
定
権
に
関
わ
る
判
例
動
向

を
分
析
す
る
Ｒ
・
エ
ル
ド
、
Ｗ
・
フ
レ
ン
ツ
、
Ｈ
・
Ｐ
・
ブ
ル
ら
の
論
説

(Erd,
a.

a.
O
.[A

nm
.

67],
S.

198
ff.;

W
alter

Frenz,
Inform

ationelle
Selbstbestim

m
ung

im
Spiegel

des
B
verfG

,
D
V
B
l
2009,

S.
333

ff.;
H
ans

Peter
B
ull,

M
eilsteine

auf
W

eg
des

R
echtsstaats,

JB�
S

2008/2009,
S.

317
ff.)

や
、
規
範
特
定
性
・
規
範
明
確
性
、
狭
義
の
比
例
原
則
、
私
生
活
形
成
の
核
心
領

域
、
人
間
の
尊
厳
の
観
点
か
ら
近
時
の
連
邦
憲
法
裁
の
動
向
に
触
れ
る
Ｅ
・
デ
ニ
ン
ガ
ー
の
小
稿

(Erhard
D
enninger,

Pr�vention
und

Freiheit,
in:

H
uster/R

udolph,
a.

a.
O
.[A

nm
.

1],
S.

85
ff.)

も
参
照
。

(

72)

直
接
の
評
釈
と
し
て
、U

w
e

V
olkm

ann,
A
nm

erkung,
JZ

2006,
S.

918
ff.;

ders.,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

54),
S.

132
ff.;

W
infried

B
ausback,

Fesseln
f�r

die
w
ehrhafte

D
em

okratie?,
N
JW

2006,
S.

1922
ff.;

C
hristian

K
irchberg,

Zur
Zukunft

der
R
asterfahndung,

C
R

2007,
S.

10
ff.;

M
ichael

P.
R
obrecht,

D
ie

pr�ventive
R
asterfahndung

im
Lichte

der
aktuellen

V
erfassungsrechtsprechung,

S�chsV
B
l
2007,

S.
80

ff.;
Schew

e,
a.

a.
O
.(A

nm
.

41),
S.

174
ff.

さ
ら
に
、Trute,

a.
a.

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

四
一



O
.
(A

nm
.

71),
S.

96�103;
Schenke,

a.
a.

O
.(A

nm
.

36),
R
n.

213a�213c.;
B
ull,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

71),
S.

325
f.;

H
illgruber,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

63),
S.

211�214;
Sch�uble,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

60),
S.

210

‐212;
K�tter,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

4),
S.

307

、
等
で
も
扱
わ
れ
て
い
る
。

(

73)
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
だ
け
で
も
複
数
の
訴
え
が
あ
り
、
ヨ
ル
ダ
ン
人
学
生
と
イ
ス
ラ
ム
圏
出
身
の
両
親
を
持
つ
ド
イ
ツ
国
籍
保
有
者
に
よ
る
各
訴
え

に
対
す
る
上
級
地
方
裁
決
定

(O
LG

D�sseldorf,
B
eschl.

8.
2.

2002

‐3
W

x
351/01

‐,

‐3
W

x
357/01

‐)

はN
V
w
Z

誌
に
登

載
さ
れ
て
い
る
が

(N
V
w
Z

2002,
S.

629,
S.

631)

、
本
件
申
立
人
の
事
案
と
は
別
件
で
あ
る
。
な
お
、
ド
イ
ツ
国
籍
保
有
者
の
事
案

に
つ
い
て
上
級
地
方
裁
は
、
地
域
的
・
時
間
的
に
危
険
状
況
と
特
段
の
関
係
の
な
い
ド
イ
ツ
国
籍
者
も
ラ
ス
タ
ー
の
結
果
捜
査
線
上
に
残
す

点
に
つ
い
て
は
比
例
性
を
欠
き
違
法
と
認
定
し
て
い
る

(ebenda,
S.

631)

。

(

74)

近
年
の
邦
語
文
献
に
お
い
て
はEingriff

＝

｢

介
入｣

と
い
う
訳
が
か
な
り
定
着
し
て
お
り
、
筆
者
も
別
稿
で
は
こ
れ
に
従
っ
て
も
い
る

が
、
警
察
行
政
法
領
域
の
問
題
を
扱
う
に
際
し
て
、
伝
統
的
な
定
訳

｢

侵
害｣

の�
座
り
心
地�
も
捨
て
難
く
、
逡
巡
の
上
、
本
稿
で
は

｢

侵
害｣

を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

(

75)

こ
の
説
示
か
ら
は
、
デ
ニ
ン
ガ
ー
の
有
名
な
テ
ー
ゼ

(Erhard
D
enninger,

Freiheit
druch

Sicherheit?,
K
J

2002,
S.

468)

や
、

ホ
フ
マ
ン�
リ
ー
ム
自
身
が
す
で
に
説
い
て
い
た
発
想

(H
offm

ann-R
iem

,
a.

a.
O
.[A

nm
.

57])

と
の
連
関
が
読
み
取
れ
る
。

(

76)

裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註

(

45)
参
照
。
学
説
上
、
強
度
な
基
本
権
侵
害
を
認
め
る
も
の
と
し
て
、z.

B
.

G
ro�,

a.
a.

O
.

(A
nm

.
36),

S.
4�6,

16
f.;

Lisken,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

16),
S.

515
f.;

A
chelp�hler/N

iehaus,
a.

a.
O
.(A

nm
.

37),
S.

50.

消
極
的
な
見
解
と
し
て
、z.

B
.

H
orn,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

36),
S.

748�750;
Schenke,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

36),
R
n.

213c;
Trute,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

71),
S.

98�101;
B
rugger,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

35),
S.

93
f.

そ
れ
ぞ
れ
の
論
拠
は
、
本
決
定
の
多

数
意
見
又
は
反
対
意
見
の
中
で
概
ね
採
用
さ
れ
て
い
る
。

(

77)

カ
メ
ラ
監
視
と
の
共
通
性
は
、vgl.

Zschoch,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

36),
S.

198�203.
拙
稿
・
前
掲
註

(

７)
(｢

カ
メ
ラ
監
視
の

憲
法
学
的
考
察｣)

も
参
照
。

(

78)
vgl.

auch
Lim

bach,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

41),
S.

454
ff.

(

79)
B
rugger,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

35),
S.

95�99.
九
・
一
一
事
件
以
降
の
法
状
況
を
早
い
段
階
で
批
判
的
に
描
写
し
た
Ｔ
・
グ
ロ
ス

は
、
よ
り
直
裁
に｢

九
・
一
一
ラ
ス
タ
ー
捜
査｣

を
信
教
の
自
由
へ
の
侵
害
問
題
と
捉
え
、
当
該
捜
査
目
的
で
の
個
人
の
信
仰
情
報
の
収
集
・

島
大
法
学
第
五
二
巻
第
三
・
四
号

四
二



提
供
を
違
憲
と
説
い
て
い
る

(G
ro�,

a.
a.

O
.
[A

nm
.

36],
S.

5
f.,

16)

。

(
80)

Ｕ
・
フ
ォ
ル
ク
マ
ン
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
利
用
す
る
た
め
に
市
民
が
自
発
的
に
民
間
業
者
に
広
範
な
個
人
情
報
を
提
供
し
て
い

る
現
状
を
例
に
、
国
勢
調
査
判
決
の
時
代
と
比
べ
た
個
人
情
報
に
関
す
る
市
民
意
識
の
変
化
を
指
摘
す
る

(V
olkm

ann,
a.

a.
O
.[A

nm
.

54],
S.

134)

。
ま
た
、
Ｈ�
Ｈ
・
ト
ル
ー
テ
は
、
デ
ー
タ
収
集
・
処
理
に
関
す
る

｢

公
開
性
と
透
明
性｣

が
情
報
自
己
決
定
権
に
と
っ
て

重
要
で
あ
る
と
し
て
、
公
開
の
結
果
が
ス
テ
ィ
グ
マ
を
も
た
ら
す
の
だ
と
し
た
ら
、
侵
害
強
度
を
ど
う
減
ら
せ
ば
よ
い
の
か
と
疑
問
を
投
げ

か
け
る

(Trute,
a.

a.
O
.[A

nm
.

71],
S.

99)

。
私
見
で
は
、
こ
れ
ら
の
主
張
は
本
決
定
へ
の
決
定
的
な
批
判
と
は
な
り
得
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
が
、
同
調
す
る
説
は
少
な
く
な
い
。z.

B
.

Schenke,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

36),
R
n.

213c.
(

81)

小
山
・
前
掲
註

(
27)

二
五
一
―
二
五
二
頁
。

(

82)
G
usy,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

42),
R
n.

119,
Fn.

86.

ハ
ー
ス
裁
判
官
反
対
意
見
で
は
、
文
字
通
り｢

反
比
例
公
式｣

(die
Form

el
der

um
gekehrten

Proportonalit�t)
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
、
行
政
裁
判
所
の
判
例
が
先
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(B
V
erfG

E
115,

320
[377

f.])

。

(

83)
A
nna

Leisner,
D
ie

polizeiliche
G
efahr

zw
ischen

Eintrittsw
ahrscheinlichkeit

und
Schadensh�he,

D�
V

2002,
S.

326.

警

察
法
の
教
科
書
で
の
反
比
例
公
式
な
い
し
はFaust

公
式
へ
の
言
及
は
、Schenke,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

36),
R
n.

77;
Pieroth/Schlink/

K
niesel,

a.
a.

O
.(A

nm
.

36),
§

4
R
n.

7;
D
enninger,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

42),
R
n.

52;
G�tz,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

42),
§

6
R
n.

7;G
usy,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

42),
R
n.

119.
(

84)

小
山
・
前
掲
註

(

６)

五
四�
五
六
頁
。
同
・
前
掲
註

(

27)

二
五
一
頁
も
。

(

85)

ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
通
信
監
視
判
決
で
も
、
本
文
で
引
用
し
た
二
項
型

｢�je-desto�
公
式｣

の
次
の
一
文
で
、｢

し
か
し
な
が
ら
、
推
測

や
推
論
が
諸
事
実
の
中
の
具
体
的
な
輪
郭
の
あ
る
出
発
点
を
有
し
て
い
る
と
い
う
点
は
常
に
保
障
さ
れ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

と
は
述

べ
て
い
る
が
、
そ
の
論
拠
付
け
は
明
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た((B

V
erfG

E
113,

348[386])

。
こ
れ
に
対
し
本
決
定
は
、｢

し
か
し
な
が
ら
、

蓋
然
性
の
程
度
と
予
測
の
事
実
基
盤
に
対
す
る
要
請
は
任
意
に
引
下
げ
ら
れ
て
よ
い
わ
け
で
は
な
く
、
基
本
権
侵
犯
の
態
様
及
び
重
大
性
と
、

ね
ら
い
と
す
る
法
益
保
護
の
結
果
へ
の
見
込
み
と
の
適
切
な
関
係
の
中
に
も
立
脚
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

と
説
示
す
る
こ
と
で
、

基
本
権
侵
害
の
重
大
性
と
危
険
の
蓋
然
性
と
の
関
係
を
明
確
に
し
て
い
る

(B
V
erfG

E
115,

320[361])

。
そ
の
後
の
連
邦
憲
法
裁
の
判
例

で
は
、｢�je
‐desto�
公
式｣

の
定
式
と
し
て
は
二
項
型
に
戻
っ
て
い
る
が

(z.
B
.

B
V
erfG

E
120,

378[429])

、｢

三
変
数
間
衡
量｣

の

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

四
三



発
想
が
放
棄
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索
判
決
で
も
、｢

蓋
然
性
の
程
度
と
予
測
の
事
実
基
盤
は
、
基
本
権
侵
犯
の
態
様
と

重
大
性
と
の
合
理
的
な
関
係
の
中
で
設
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

と
本
決
定
の
説
示
が
引
継
が
れ
て
い
る

(B
V
erfG

E
120,

274
[327])

。
小
山
剛
が
行
政
法
学
で
定
着
し
て
い
る

｢

反
比
例
公
式｣

と
訳
を
使
わ
ず
、｢�je�desto�

公
式｣

と
い
う
呼
び
方
に
拘
る
の
は
、

彼
の
言
う

｢

進
化｣

を
遂
げ
た
憲
法
裁
判
上
の
衡
量
手
法
と
、
行
政
法

(

と
り
わ
け
警
察
法)

上
の
反
比
例
公
式
と
の
自
覚
的
な
区
別
を
示

唆
し
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
連
邦
憲
法
裁
の
示
し
た
方
向
と
は
別
に
、
従
来
の
反
比
例
公
式
が
私
法
的

(

不
法
行
為
法
や
保
険

法)

な
発
想
に
捉
わ
れ
て
い
た
点
を
批
判
し
、
公
法
上
の
比
例
原
則
と
し
て
の
自
立
化
の
徹
底
を
目
指
す
試
み
も
あ
る
が(Leisner,

a.
a.

O
.[A

nm
.

83],
S.

326
ff.)

、
そ
こ
で
は
保
護
法
益
が
基
本
権
保
護
義
務
論
と
結
び
つ
ら
れ
る
た
め
、
蓋
然
性
へ
の
要
請
は
い
っ
そ
う
低

減
す
る
。

(

86)
G�tz,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

42),
§

6
R
n.

8.
(

87)

も
ち
ろ
ん
、
実
際
の
事
案
に
お
い
て
蓋
然
性
を
ど
う
判
断
す
る
か
と
い
う
難
題
が
そ
こ
に
は
残
る
。
こ
の
点
で
、
米
田
雅
宏
が
、
反
比
例

公
式
が
必
ず
し
も
有
用
で
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
紹
介
し
た

(

註

[

48])

。
こ
う
し
た
従
来
の
諸
法
理
の
問
題
点
を
踏
ま
え

て
、
Ｔ
・
ダ
ル
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
の

｢
帰
納
的
推
論
ア
プ
ロ
ー
チ｣

等
か
ら
日
本
の
警
察
法
学
へ
の
示
唆
を
展
開
す
る
米
田
の
研
究
は
重
要
で

あ
る
。
と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
基
本
権
侵
害
を
伴
う
授
権
規
範
の
違
憲
性
阻
却
事
由
の
判
断
の
場
面
に
お
い
て
は
、｢�je

‐desto�

公
式｣

な
い
し
は
反
比
例
公
式
は
判
断
に
説
得
性
を
持
た
せ
る
力
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(

88)
z.

B
.

M
arkus

M�stl,
D
ie

neue
dogm

atische
G
estalt

des
Polizeirechts,

D
V
B
l
2007,

S.
581

ff.

こ
の
論
説
に
つ
い
て
は
、

白
藤
・
前
掲
註

(

６)

八
三�
八
四
、
八
七
頁
に
よ
る
紹
介
と
批
判
的
分
析
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
小
山
・
前
掲
註

(

70)

三
一
九�
三
二
三

頁
も
参
照
。
Ｂ
Ｋ
Ａ
改
定
法
の
連
邦
議
会
内
務
委
員
会
公
聴
会
で
も
、
メ
ス
ト
ル
は
本
決
定
の
基
準
を
批
判
し
、
そ
の
見
直
し
を
希
望
し
て

い
る(M

arkus
M�stl,

Schriftliche
Stellungnahm

e
zur�ffentlichen

A
nh�rung

im
Innenausschuss

den
D
eutschen

B
undestages

am
15.

09.
2008,

S.
14)

。

(

89)

こ
の
点
は
多
く
の
論
者
が
指
摘
し
て
い
る
。
他
機
関
か
ら
の
デ
ー
タ
提
供
、
照
合
、
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
と
い
っ
た
作
業
を
経
る
ラ
ス
タ
ー

捜
査
は
一
定
の
期
間
を
要
と
し
、
し
か
も
具
体
的
危
険
が
不
明
確
で
あ
れ
ば
、
提
供
を
受
け
る
べ
き
デ
ー
タ
も
不
明
確
な
た
め
、
膨
大
な
デ
ー

タ
か
ら
絞
込
み
を
か
け
ざ
る
を
え
な
い
。
絞
込
み
を
厳
重
に
す
れ
ば
潜
在
的

｢
テ
ロ
リ
ス
ト｣

が
捜
査
の
網
か
ら
抜
け
落
ち
る
可
能
性
が
あ

り
、
逆
に
絞
込
み
を
緩
く
す
れ
ば
、
残
る
膨
大
な
リ
ス
ト
を
基
に
人
海
戦
術
に
よ
る
捜
査
が
必
要
と
な
る

(Schew
e,

a.
a.

O
.
[A

nm
.

島
大
法
学
第
五
二
巻
第
三
・
四
号

四
四



41],
S.

176)

。

(
90)

ハ
ー
ス
裁
判
官
は
、
反
比
例
公
式
に
則
り
蓋
然
性
の
基
準
を
引
き
下
げ
る
解
釈
を
し
た
場
合
に
の
み
三
一
条
一
項
に

｢

憲
法
上
の
疑
義
が

生
じ
る
こ
と
は
な
い｣

と
述
べ
る

(B
V
erfG

E
115,

320
[376])

。

(

91)
過
少
保
護
禁
止
の
法
理
に
つ
い
て
は
、vgl.

B
odo

Pieroth/B
ernhard

Schlink,
G
rundrechte

Staatsrecht
Ⅱ

,
24..

A
ufl.,

H
eidelberg

2008,
R
n.

297a,
297b.

邦
語
文
献
で
は
、
小
山
剛

『

基
本
権
保
護
の
法
理』

(

成
文
堂
・
一
九
九
八
年)

八
四
頁
以
下
、

同

『

基
本
権
の
内
容
形
式』

(

尚
学
社
・
二
○
○
四
年)

二
二
七
頁
以
下
、
等
が
詳
し
く
扱
っ
て
い
る
。

(

92)
｢

現
在
の
危
険｣

の
よ
う
な
要
件
過
重
を
比
例
性
の
観
点
か
ら
懐
疑
を
向
け
る
見
解
と
し
て
、Franke

H
ansen-D

ixs,
D
ie

G
efahr

im
Polizeirecht,im

O
rdnungsrecht

und
im

Technischen
Sicherheit,

K�ln
u.a.1982,

S.
51

f.

桑
原
・
前
掲
註

(

44)

六
六
八
頁
も

参
照
。
他
方
、
ラ
ス
タ
ー
捜
査
は
、｢

現
在
の
危
険｣

プ
ラ
ス

｢

極
め
て
重
要
な
法
益
保
護｣

で
、
よ
う
や
く
比
例
原
則
が
充
た
さ
れ
る
と

い
う
説
も
あ
る

(A
chelp�hler/N

iehaus,
a.

a.
O
.[A

nm
.

36],
S.

52)

。｢

現
在
の
危
険｣

を
ラ
ス
タ
ー
捜
査
の
侵
害
境
界
値
と
解
す

る
リ
ス
ケ
ン
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
で
の

｢

現
在
の
危
険｣

削
除
も
法
的
に
はirrelevant

で
あ
り
、
や
は
り
急
迫
の
脅
威

(akute
B
edrohung)

が
な
け
れ
ば
適
用
で
き
な
い
と
述
べ
る

(Lisken,
a.

a.
O
.[A

nm
.

16],
S.

515
f.)

。

(

93)
Schenke,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

36),
R
n.

71;
G�tz,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

42),
§

6
R
n.

19.
(

94)
G
usy,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

42),
R
n.

125.
vgl

auch
D
enninger,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

42),
R
n.

42;
G�tz,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

42),
§

6
R
n.

3
f.;

Pieroth/Schlink/K
niesel,

a.
a.

O
.(A

nm
.

36),
§

4
R
n.

9�12;
Schenke,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

36),
R
n.

78.
(

94)

講
学
上
、｢

個
別
具
体
的
事
案
に
お
い
て
一
般
的
な
生
活
リ
ス
ク
を
越
え
る
、
す
な
わ
ち
も
は
や
社
会
適
合
的
で
は
な
い
法
益
へ
の
脅
威｣

(G
usy,

a.
a.

O
.[A

nm
.

42],
R
n.

130)

、｢

予
期
さ
れ
る
出
来
事
の
推
移
が
妨
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
十
分
な
蓋
然
性
を
も
っ
て
、
警
察

の
保
護
す
る
法
益
を
害
す
る
状
態
又
は
行
動｣

(Pieroth/Schlink/K
niesel,

a.
a.

O
.
[A

nm
.

36],
§

4
R
n.

2)

な
ど
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。

(

95)
Trute,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

71),

Ｓ.
102

f.

は
、
こ
の
点
で
本
決
定
を
批
判
す
る
。

(

96)

こ
の
ハ
ー
ス
裁
判
官
の
主
張
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、M�stl,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

88),
D
ie

neue
dogm

atische
G
estalt

des
Po

lizeirechts,
S.

585
f.

insb.
Fn.

52.

Ｈ�
Ｈ
・
ト
ル
ー
テ
や
Ｈ
・
Ｐ
・
ブ
ル
も
、
連
邦
憲
法
裁
の
侵
害
強
度
の
判
断
は
事
実
に
基
づ

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

四
五



か
な
い
想
定
に
基
づ
く
と
批
判
す
る

(Trute,
a.

a.
O
.[A

nm
.

71],
S.

97

‐101;
B
ull,

a.
a.

O
.[A

nm
.

72],
S.

327)

。

(
97)

V
olkm

ann,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

54),
S.

135�137.
要
件
加
重
さ
れ
た
危
険
概
念
が

｢

危
険｣

概
念
の
統
制
力
を
削
い
で
い
る
と

い
う
指
摘
は
、auch

Trute,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

50),
S.

513
f.

(

98)
Ｕ
・
フ
ォ
ル
ク
マ
ン
の
批
評
の
背
後
に
は
、
適
用
の
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
ゆ
え
に
実
用
性
の
低
い
ラ
ス
タ
ー
捜
査
の
授
権
規
定
の
象
徴
的
立

法
的
性
格
へ
の
批
判
的
視
点
が
控
え
て
い
る

(V
olkm

ann,
a.

a.
O
.
[A

nm
.

72],
A
nm

erkung,
S.

919)

。

(

99)
V
olkm

ann,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

54),
S.

135.

関
連
し
て
、vgl.

auch
U
w
e

V
olkm

ann,
Polizeirecht

als
Sozialtechnologie,

N
V
w
Z

2009,
S.

216
ff.

insb.
219

f.
(

100)
K�tter,

a.
a.

O
.
[A

nm
.

4]
S.

307.
(

101)
Petri,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

36),
R
n.

535

、
が

｢

伝
統
的
な
警
察
法｣

の
発
想
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。

(

102)

こ
の
点
で
、
予
防
的
ラ
ス
タ
ー
捜
査
を

｢

最
後
の
手
段｣

(ultim
a

ratio)

に
と
ど
め
よ
う
と
す
る
Ｈ
・
リ
ス
ケ
ン
が
、
多
く
の
非
侵
害

者
が
対
象
に
な
る
こ
の
措
置
を
、｢
警
察
上
の
緊
急
状
態｣

(polizeilicher
N
otstand)

の
法
理
と
の
関
連
で
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

が
興
味
深
い

(Lisken,
a.

a.
O
.[A

nm
.

16],
S.

515
f.

非
侵
害
者
と

｢

警
察
上
の
緊
急
状
態｣

の
関
係
に
つ
い
て
は
、vgl.

D
enni

nger,
a.

a.
O
.[A

nm
.

42],
R
n.

138�152;
Pieroth/Schlink/K

niesel,
a.

a.
O
.[A

nm
.

36],
§

9
R
n.

74�85;
Schenke,

a.
a.

O
.[A

nm
.

36],
R
n.

313�319)
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

｢

古
典
的
な
危
機
防
除
措
置｣

の
枠
組
み
で
危
険
前
段
階
の
情
報
徴
取
を

説
明
す
る
発
想
を
否
定
す
る
見
解
と
し
て
、Zschoch,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

36),
S.

114�118.
他
方
、
シ
ェ
ー
ヴ
ェ
は
、
連
邦
憲
法

裁
は
具
体
的
危
険
の
要
件
を

｢

法
治
国
家
的
欠
損｣
の
唯
一
の
補
填
と
解
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
比
例
原
則
を
維
持
し
う
る
他
の
立
法

上
の
規
律
が
存
在
し
な
い
場
合
の
合
憲
限
定
解
釈
の
一
つ
の
提
示
と
読
む
。
な
お
、
シ
ェ
ー
ヴ
ェ
は
、
連
邦
憲
法
裁
の
基
準
に
適
合
す
る
予

防
的
ラ
ス
タ
ー
捜
査
の
授
権
の
あ
り
方
と
し
て
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
個
人
デ
ー
タ(

社
会
保
障
関
係
記
録
、
預
金
・
信
用
情
報
、
信
仰
な
ど)

に
具
体
的
危
険
を
要
件
と
す
る
一
方
、
氏
名
や
住
所
な
ど
の
情
報
に
は
こ
れ
を
必
要
と
し
な
い
ダ
ブ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
提
唱
し
て
い
る

(Schew
e,

a.
a.

O
.
[A

nm
.

41],
176)

。

(

103)

し
か
し
、
Ｒ
・
ポ
シ
ャ
ー
は
、
連
邦
憲
法
裁
の
判
示
は

(

程
度
の
差
は
あ
れ
市
民
が
日
常
的
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
意
味
で
の)

一
般
的
な

危
険
状
態
だ
け
で
予
防
的
ラ
ス
タ
ー
捜
査
を
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
り
、
ラ
ス
タ
ー
捜
査
の
意
義
を
毀
損
す
る
も
の
で

は
な
い
と
、
こ
れ
を
擁
護
し
て
い
る

(R
alf

Poscher,
B
T�D

rucksache
16/9588,

S.
69

f.)

。
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(
104)

予
防
的
措
置
に
対
す
る
適
合
性

(

合
理
性)

及
び
必
要
性
審
査
の
機
能
不
全
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
西
原
・
前
掲
註

(

６)

七
八�

八
一
頁
。

(

105)
ラ
ス
タ
ー
捜
査
の
性
格
は

｢

容
疑
獲
得
的
侵
害｣

(V
erdachtsgew

innungseingriff)

で
あ
る
と
い
う
、
本
決
定
の
他
多
く
の
文
献
で
引

用
さ
れ
る
テ
ー
ゼ

(G
usy,

a.
a.

O
.[A

nm
.

36],
S.

483)

を
示
し
た
グ
ズ
ィ
は
、
Ｂ
Ｋ
Ａ
法
改
定
論
議
の
際
、
予
防
的
ラ
ス
タ
ー
捜

査
は
合
理
性
を
欠
き
不
必
要
と
い
う
立
場
を
明
確
に
し
た

(C
hristoph

G
usy,

Innenausschuss
A
-D

rs.
16(4)460A

,
S.

10
f.)

。

(

106)
D
enninger,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

42),
R
n.

55.
(

107)

と
く
に
、
こ
の
点
へ
の
批
判
と
し
て
、B

ausback,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

72),
S.

1924.
auch

Trute,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

71),
S.

98.
(

108)
V
gl.

z.
B
.

H
enning

Tegtm
eyer/J�rgen

V
ahle,

Polizeigesetz
N
ordrhein-W

estfalen,
9.

A
ufl.,

Stuutgart
u.

a.
2004,

§
31.

insb.
R
n.

4a.;
auch

Petri,
a.

a.
O
.(A

nm
.

36
),

R
n.

536.
(

109)

し
か
し
、
前
掲
註(

92)

で
挙
げ
た
、A
chelp�hler/N

iehaus,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

36),
S.

52

や
、Lisken,

a.
a.

O
.
(A

nm
.

16),
S.

515
f.

な
ど
の
文
献
や
、｢
現
在
の
危
険｣

を
明
記
し
た
改
定
Ｂ
Ｋ
Ａ
法

(

本
稿
第
四
章
で
扱
う)

す
ら
も
比
例
原
則
違
反
と
解
す
る

Ｍ
・
ク
ッ
チ
ャ
ら
の
立
場

(M
arttin

K
utscha,

Innenausschuss
A
-D

rs.
16(4)460D

,
S.

2
f.;

Fredrik
R
oggan,

Innenausschuss
A
-D

rs.
16(4)460B

,
S.

19
f.)

に
立
て
ば
、
違
憲
の
疑
い
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

(

110)

フ
ォ
ル
ク
マ
ン
は
、
単
な
る

｢

重
大
な
犯
罪
の
予
防
的
対
策
の
必
要
の
た
め｣

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を

｢

推
定
を
事
実
上
の
手
が
か
り
が

正
当
化
す
る｣

場
合
と
い
っ
た
要
件
を
付
し
て
も

(
ヘ
ッ
セ
ン
州
公
共
安
全
秩
序
法
二
六
条
一
項)

不
十
分
だ
と
い
う

(V
olkm

ann,
a.

a.
O
.[A

nm
.

54],
S.

135)

。
見
解
に
よ
り
多
少
の
相
違
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
犯
罪
予
防
目
的
の
ラ
ス
タ
ー
捜
査
を
認
め
る
七
州

(

バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
、
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
等)
の
警
察
法
が
連
邦
憲
法
裁
の
基
準
に
抵
触
す
る
と
見
ら
れ
て
き
た

(Pieroth/
Schlink/K

niesel,
a.

a.
O
.[A

nm
.

36],
R
n.

55
f.)

。
他
方
、
軽
々
に
違
憲
と
断
ず
る
こ
と
を
戒
め
る
見
解
と
し
て
、B

ausback,
a.

a.
O
.
(A

nm
.

36),
S.

1924.
(

111)
Pieroth/Schlink/K

niesel,
a.

a.
O
.(A

nm
.

36),
R
n.

55,
56.

こ
の
説
に
立
て
ば
、
ロ
ー
ブ
レ
ヒ
ト
な
ど
が
そ
の
違
憲
性
を
指
摘

す
る(R

obrecht,
a.

a.
O
.[A

nm
.

72],
S.

81)

バ
イ
エ
ル
ン
州
一
般
警
察
法
四
四
条
に
は
憲
法
上
の
問
題
は
特
に
無
い
こ
と
に
な
る
。

(

112)

例
え
ば
、
本
稿
第
一
章
３

(

５)

で
例
示
し
た
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
警
察
職
務
法
四
四
条
は
○
八
年
に
再
改
定
さ
れ
、｢

重
大
な
意
義
を

連
邦
刑
事
庁

(

Ｂ
Ｋ
Ａ)

・
ラ
ス
タ
ー
捜
査
・
オ
ン
ラ
イ
ン
捜
索

(

１)
(

植
松)

四
七



持
つ
犯
罪
の
予
防
的
対
策｣

と
い
う
規
定
は
、
①

｢

具
体
的
な
計
画
行
為
・
準
備
行
為
が
、
…
あ
る
者
が
特
に
重
大
な
犯
罪
を
実
行
す
る
意

図
を
持
つ
と
い
う
推
定
を
正
当
化
す
る
場
合｣

と
改
め
ら
れ
た
。
ま
た
他
に
措
置
の
可
能
な
要
件
と
し
て
、
②

｢

連
邦
若
し
く
は
州
の
存
立

若
し
く
は
安
全
に
対
す
る
又
は
人
の
生
命
、
安
全
若
し
く
は
自
由
に
対
す
る
、
又
は
公
共
の
危
険
性
が
あ
る
限
り
で
物
に
対
す
る
具
体
的
な

危
険｣
が
加
え
ら
れ
た

(

一
項)

。
同
じ
く
○
八
年
の
バ
イ
エ
ル
ン
州
警
察
職
務
法
四
四
条
改
定
で
も
、｢

重
大
な
犯
罪
の
具
体
的
な
準
備
行

為
が
、
そ
れ
自
体
で
若
し
く
は
別
の
特
定
の
事
実
と
併
せ
て
、
当
該
犯
罪
が
惹
起
さ
れ
る
と
い
う
根
拠
あ
る
推
定
を
正
当
化
す
る
場
合
の
、

当
該
犯
罪
の
防
除｣

と
、
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
規
定
の
②
と
同
様
の
法
益
侵
害
の
防
除
に

｢

必
要
な
場
合｣

を
要
件
と
し
た

(

後
者
の
規
定

は
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
警
察
法
四
○
条
の
○
八
年
改
定
に
も
見
ら
れ
る)

。

(

113)
V
gl.

dazu
J�rg

Ziercke,
B
T

‐drucksache
16/9588,

S.
30.

(

114)

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
○
六
年
四
月
の
こ
の
決
定
は
、
同
年
二
月
の
航
空
安
全
法
判
決
と
並
び
九
・
一
一
事
件
以
降
の
治
安
政
策
に
対

す
る
一
つ
の
批
判
的
総
括
を
意
味
し
て
お
り
、
同
年
末
に
失
効
す
る

｢

テ
ロ
対
策
法｣

の
延
長
問
題
を
抱
え
た

｢

テ
ロ
対
策｣

推
進
論
者
た

ち
を
苛
立
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
決
定
直
後
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
や
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
内
相
が
決
定
に
不
快
感
を

示
し
た
と
い
う

(vgl.
R
obrecht,

a.
a.

O
.[A

nm
.

74],
S.

87,
Fn.

117)

。
連
邦
内
相
シ
ョ
イ
ブ
レ
も
、
リ
ス
ク
配
慮
の
た
め
の

情
報
収
集
に
伴
う

｢

低
強
度
の
基
本
権
侵
害｣

に
つ
い
て
は
危
険
概
念
も
再
定
義
さ
れ
る
べ
き
だ
と
、
憲
法
裁
判
所
の
判
断
に
疑
問
を
呈
し

て
い
る

(Sch�uble,
a.

a.
O
.[A

nm
.

60],
S.

210�212.)
。
す
で
に
紹
介
し
た
ヒ
ル
グ
ル
ー
バ
ー
の
論
説
で
も
、
こ
の
二
つ
の
判
決

が
直
接
の
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

(H
illgruber,

a.
a.

O
.[A

nm
.

63],
S.

209
ff.)

。

(

115)

た
だ
し
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
刑
事
庁
長
官
Ｐ
・
ダ
ー
テ
の
見
解

(Peter
D
athe,

Innenausschuss
A
-D

rs.
16(4)460F,

S.
6)

に
よ
る
。
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